
第３次健康りっとう２１（令和7年度実績・令和8年度計画案） 資料２
基本目標１ 健康を支える生活習慣の改善

【目指す方向性】◆市民一人ひとりが、自分の食生活・栄養に関心を持ち、自分に合った食事内容を理解して、適正体重を維持できるよう支援します。

◆食育は栗東市食育推進計画を基本とし、関係機関と連携しながら推進していきます。

１．栄養・食生活 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和4年） 目標（令和16年）

1

親子の食育教室 幼稚園・保育所・幼
児 園 ・ こ ど も 園 な
ど、子どもに関する
様々な機会や場所
を通して、子どもと
保護者へ食の大切
さを伝えます。

民生委員児童委員協議
会

●子育てサロンで食育教室を実施
年2回（幼児園、地域の未就園児と
保護者）

D 民生委員児童委員協議会
□令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●ほぼ毎日朝食を食べる児童生徒
の増加
小学６年生　93.6%
中学３年生　91.6% ↗

2

バランス のよ い食
生活の啓発

栄養改善教室等を
開催し、バランスの
よい食生活の啓発
を行います。
イベント等で野菜を
使ったレシピの紹介
を行います。

健康推進員連絡協議会 ●朝食を摂取することの重要性につ
いて啓発を実施する。簡単にできる
食育レシピ（特にお米）などを踏まえ
て啓発活動を実施。
●協議会において作成したレシピ集
を活用して調理実習を実施し、バラ
ンスの良い食生活の啓発を実施。
●県委託事業の実施。

●朝食を摂取することの重要性につ
いて啓発を実施する。簡単にできる
食育レシピ（特にお米）などを踏まえ
て啓発活動を実施。→年３回
●協議会において作成したレシピ集
を活用して調理実習を実施し、バラ
ンスの良い食生活の啓発を実施。→
年20回 伝達講習会やふれあい祭り
などで実施。
●県委託事業の実施。→年15回

B 健康推進員連絡協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

3

食育の啓発活動 料理教室、各種講
習会、イベントの開
催等を通して食育
の啓発を行います。

健康推進員連絡協議会 ●食育推進月間では、スーパー等で
レシピ集や野菜摂取の啓発資料の
配布を実施。
●保育園・幼稚園・こども園におい
て、エプロンシアターを通して食育の
啓発を実施。

●食育推進月間では、スーパー等で
レシピ集や野菜摂取の啓発資料の
配布を実施。→年7回
●保育園・幼稚園・こども園におい
て、エプロンシアターを通して食育の
啓発を実施。→年1回 1/30治田西
小にてエプロンシアター実施。

B 健康推進員連絡協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

4

健康づくり啓発への
協力

医療機関や商店な
ど人が集まる民間
の公共的施設にお
いて、健康づくりの
啓発や情報提供を
実施します。

医師会
歯科医師会
あなたの健康ささえ隊協
力事業所

（医師会）
●診療所において、プロジェクトＷの
配付、ポスターの掲示を実施する。
●日常診療を通じて、バランスの良
い食生活についての指導を実施す
る。

（医師会）
●診療所において、プロジェクトＷの
配付、ポスターの掲示を実施した。
●日常診療を通じて、バランスの良
い食生活についての指導を実施し
た。

B

B

医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

歯科医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

（あなたの健康ささえ隊協力事業所）

5

「早寝・早起き・朝ご
はん」の推進

学校医として、小中
学校の学校保健委
員 会 等 を 通 じ て 、
「早寝・早起き・朝ご
はん」の習慣づくり
を推進します。

医師会 学校医として、小中学校の学校保健
委員会等を通じて、「早寝・早起き・
朝ごはん」の習慣づくりの推進に協
力する。

学校医として、小中学校の学校保健
委員会等を通じて、「早寝・早起き・
朝ごはん」の習慣づくりの推進に協
力した。

B 医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●ほぼ毎日朝食を食べる児童生徒
の増加
小学６年生　93.6%
中学３年生　91.6% ↗

令和8（2026）年3月31日時点
（見込み含む）実績

進捗
状況

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

評価指標

●朝食を欠食する人（毎日食べない人）
の減少
男性 15歳以上    17.4%
女性 15歳以上    10.0%
男性 20代　        28.9%
男性 30代　        23.2%
男性 40代　        16.7%

●食塩摂取量の減少
男性 20歳以上    11.4ｇ
女性 20歳以上      9.3ｇ

●野菜の摂取量の増加
235.4ｇ/日

●食事の内容や栄養バランスに気をつ
けている人の増加
男性　63.3%
女性　78.9%

●適正体重を維持している人の増加
男性 20～60代　 27.3%
女性 15～19歳 　25.0%
女性 20代　　　　　21.3%

●メタボリックシンドロームの該当者お
よび予備群の減少
（令和３年）
男性 40歳以上     50.2%
女性 40歳以上     19.2%

↗

↘

↗

↗

↘
→
→

↘

取組・事業 内容番号 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画

令和７年度の重点領域です。

 1.栄養・食生活 1 ページ



１．栄養・食生活 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和4年） 目標（令和16年）

令和8（2026）年3月31日時点
（見込み含む）実績
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取組・事業 内容番号 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画

令和７年度の重点領域です。

6

体重測定の推進 適正体重を自分で
管理する ため、体
重測定をするように
啓発を行います。

健康推進員連絡協議会
健康増進課
長寿福祉課
こども家庭センター
あなたの健康ささえ隊協
力事業所

（健康推進員）
●適正体重を自分で管理するため
にも、体重測定について啓発を実
施。
（長寿福祉課）
●いきいき百歳体操実践団体継続
支援で希望する団体に基本チェック
リストの栄養項目を実施し、低栄養
に関する啓発および体重測定につ
いて啓発する。
（こども家庭センター）
●妊娠期から産後にかけて妊産婦
健康診査の助成を行い、適切な健
康管理を行うよう指導と情報提供を
行う。

（健康推進員）
●適正体重を自分で管理するため
にも、体重測定について啓発を実施
→年6回
 
（健康増進課）
令和７年度は、適正体重を管理する
ための定期的な体重測定について
健康情報ちらし「プロジェクトW」で取
り上げて啓発チラシを作成。

(長寿福祉課）
いきいき100歳体操実践団体への継
続支援として、希望した21団体に栄
養に関するチェックリストを実施し、
低栄養予防のためのワンポイントを
情報提供して啓発実施。

（こども家庭センター）
妊娠期から産後にかけて、必要な時
期に妊産婦健康診査を受診し、体重
管理を含めた健康管理を行うよう情
報提供と指導を行いました。

B

B

B

B

健康推進員連絡協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

長寿福祉課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

こども家庭センター
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

（あなたの健康ささえ隊協力事業所）

●体重を測定する人の増加
68.3% ↗

7

野菜たっぷりレシピ
の推進

野菜摂取量を増や
すこと、野菜から食
べることの必要性を
普及します。あなた
の健康ささえ 隊協
力事業所や学区民
ま つ り 等 で 、 野 菜
たっぷりレシピを推
進します。

健康推進員連絡協議会
健康増進課
あなたの健康ささえ隊協
力事業所

（健康推進員）
●副菜レシピ集等の活用や1日３５０
gの野菜摂取が達成されるよう啓発
活動を実施。
（健康増進課）
●食育教室や健康フェアにて350ｇ
の野菜の量紹介・推進を実施
●健康情報ちらし「プロジェクトW」に
野菜たっぷりレシピを掲載し、配布

（健康推進員）
●副菜レシピ集等の活用や1日３５０
gの野菜摂取が達成されるよう啓発
活動を実施。→年7回

（健康増進課）
・平和堂との共催の健康フェアにて
野菜たっぷりレシピの試食および健
康情報ちらし「プロジェクトW」の配布
を実施した。
・健康情報ちらし「プロジェクトW」に
野菜たっぷりレシピを掲載し、年２回
配布した。

B

B

健康推進員連絡協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

（あなたの健康ささえ隊協力事業所）

●野菜の摂取量の増加
235.4ｇ/日 ↗

8

食についての教育・
家庭や地域との連
携

朝食の大切さや栄
養バランスの大切さ
等を伝える「食育の
日」の取り組みを推
進します。取り組み
について 、家庭や
地域と連携します。

小中学校 小学校（食育担当）
●学校栄養教諭による指導、授業
●給食感謝週間への取組
●毎月１９日を食育の日と設定
●「残菜を減らす取り組み」等の実
施
●調理実習の実施
●食育だよりの発行
中学校（食育担当）
●家庭科の授業を通して、朝食の大
切さ等食育指導を実施する。
●食育だよりを発行する、食育授業
の実施
●摂取内容について自分自身で考
えていけるよう、掲示物や保健だよ
り等で啓発していく。
●調理実習の実施（2年生）
●「お弁当の日」を設定し、弁当作り
の啓発

小学校（食育担当）
●学校栄養教諭による指導、授業
●給食感謝週間の取組
●毎月１９日を食育の日と設定
●「残菜を減らす取り組み」等の実
施
●調理実習の実施
●食育だよりの発行
中学校（食育担当）
●家庭科の授業を通して、朝食の大
切さ等食育指導を実施する。
●食育だよりを発行する、食育授業
の実施
●摂取内容について自分自身で考
えていけるよう、掲示物や保健だよ
り等で啓発していく。
●調理実習の実施（2年生）
●「お弁当の日」を設定し、弁当作り
の啓発を行う

B 小中学校（食育担当）
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●ほぼ毎日朝食を食べる児童生徒
の増加
小学６年生　93.6%
中学３年生　91.6% ↗
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9

園等での食につい
ての教育・啓発

幼稚園・保育所・幼
児園・こども園など
において 、関係団
体の協力を得なが
ら、食についての教
育・啓発、体験を含
めたクッキング活動
や栽培活動を行い
ます。

幼稚園・保育所・幼児
園・こども園

（幼児課）
・毎月給食だよりを配布し、食と健康
に関する正しい知識の啓発
・野菜栽培やクッキングなどの食育
活動や給食での啓発。
・健康推進員による園児への食育指
導。
・課の栄養士が園児や保護者に食
育教室を実施

・毎月給食だよりを配信し、食と健康
に関する正しい知識の啓発しまし
た。
・野菜の栽培をとおした食育活動を
行いました。自園給食実施園におい
ては給食に使用したり、また家庭に
持ち帰って家庭での調理に使ってい
ただきました。
・課の栄養士が園児向けに食育教
室を実施しました。

B 幼児課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●ほぼ毎日朝食を食べる児童生徒
の増加
小学６年生　93.6%
中学３年生　91.6% ↗

10

幼稚園、保育所、幼
児園、こども園等 
の保護者、小学生
に対して、カルシウ
ム摂取量を増やす
こと、運動により子
どもの頃から骨量を
高め、維持すること
の必要性に関する
知識を普及します。

幼稚園・保育所・幼児
園・こども園
幼児課
小学校
健康増進課
こども家庭センター

（幼児課）
・幼稚園、保育園、幼児園、こども園
の保護者を対象とした研修会の実施
・幼稚園、保育園、幼児園、こども園
の保護者、小学生の保護者への出
前講座においてカルシウム摂取の
必要性について啓発。
（養護教諭部会）
●学校栄養教諭による指導
（健康増進課）
骨粗しょう症予防セミナーの実施
（こども家庭センター）
●母子保健事業を通じて、バランス
のよい食生活や運動の必要性につ
いて指導や情報提供を行う。

（幼児課）
・幼稚園保育園こども園の保護者や
園児と保護者を対象にした研修会の
実施しました。

（養護教諭部会）
●学校栄養教諭による指導

（健康増進課）
保育園、幼稚園等計4回、保護者へ
の骨粗しょう症についての講和と、
子と保護者を対象にした運動の実技
指導を行った。

（こども家庭センター）
母子保健事業を通じて、バランスの
よい食生活や運動の必要性につい
て指導や情報提供を行いました。

B

B

B

B

幼児課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

養護教諭部会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

こども家庭センター
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

11

栄養不足や運動不
足による若い女性
のやせが与える健
康への影響につい
て、知識を普及しま
す。

幼稚園・保育所・幼児
園・こども園
幼児課
小学校
健康増進課
こども家庭センター

（養護教諭部会）
●学校栄養教諭による指導
（健康増進課）
プロジェクトWの啓発媒体や保健事
業等を通して啓発を行う。
（こども家庭センター）
●母子保健事業を通じて、バランス
のよい食生活や運動の必要性につ
いて指導や情報提供を行う。

（幼児課）
・幼稚園保育園こども園の保護者や
園児と保護者を対象にした研修会の
実施しました。

（養護教諭部会）
●学校栄養教諭による指導

（健康増進課）
栄養不足や運動不足による若い女
性のやせが健康へ与える影響につ
いて、健康情報ちらし「プロジェクト
W」で取り上げて啓発チラシを作成。
保健事業等を通して啓発（指導）を
行った。

（こども家庭センター）
母子保健事業を通じて、バランスの
よい食生活や運動の必要性につい
て指導や情報提供を行いました。

B

B

B

B

幼児課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

養護教諭部会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

こども家庭センター
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

12

食に関する講座の
開催

コミュニティセンター
等において、食に関
する講座を開催しま
す。

生涯学習課 ●親子お菓子づくり教室　４回
●はつらつ教養大学
   　　　　食育栄養講座　１回

●親子お菓子づくり教室　３回
●はつらつ教養大学
   　　　　食育栄養講座　２回

B 生涯学習課
■令和7年度（実績）と同じ　　回数等に変更あり
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●ほぼ毎日朝食を食べる児童生徒
の増加
小学６年生　93.6%
中学３年生　91.6%

●食事の内容や栄養バランスに気
をつけている人の増加
男性　63.3%
女性　78.9%

↗

↗

●全出生数の低出生体重児の割合
の減少
（令和３年）　　8.5%

●食事の内容や栄養バランスに気
をつけている人の増加
男性　63.3%
女性　78.9%

●適正体重を維持している人の増
加
男性 20～60代 　27.3%
女性 15～19歳 　25.0%
女性 20代　　　　 21.3%

↘

↗

↘
→
→

カルシウム摂取不
足と運動不足の解
消に関する啓発

 1.栄養・食生活 3 ページ



１．栄養・食生活 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和4年） 目標（令和16年）

令和8（2026）年3月31日時点
（見込み含む）実績

進捗
状況

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

評価指標
取組・事業 内容番号 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画

令和７年度の重点領域です。

13

母子保健事業を通
じて 、妊娠期の食
事、離乳食や幼児
食に関する相談、
情報提供を実施し
ます。

こども家庭センター ●乳幼児健康診査、健康相談、電話
相談、訪問等母子保健事業で栄養
相談や情報提供を行う。
●4か月、1歳6か月健康診査で啓発
リーフレットを配布し、必要に応じて
リーフレットをもとに相談・指導を行
う。

・乳幼児健康診査や健康相談時に
管理栄養士や保健師による栄養指
導・相談を行うとともに、電話相談や
訪問指導を行いました。
・4か月、1歳6か月健康診査で啓発
リーフレットを配布し、必要に応じて
リーフレットをもとに相談・指導を行
いました。

B こども家庭センター
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

14

子育て 講座の１メ
ニューとして、子育
て中の保護者を対
象に、離乳食のつく
り方や与え方と、乳
幼児の食育につい
ての講座を開催し
ます。

子育て支援課 関係課と連携し、離乳食講座および
乳幼児期の食育についての講座を
実施します。

離乳食講座および乳幼児期の食育
についての講座を開催しました。
開催見込数　6講座（5講座実施済）
参加見込数　95組 190人

B 子育て支援課
□令和7年度（実績）と同じ
■新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
 乳幼児期の食育を2回実施予定

15

特定保健指導での
生活習慣改善に伴
う食生活指導

特定健康診査の結
果、特定保健指導
の対象となった人に
生活習慣改善に伴
う食生活指導を実
施し、メタボリックシ
ンドロームの改善を
推進します。

健康増進課 ●特定保健指導（集団および個別指
導）において、対象者の検査結果や
生活様式に応じた食生活に関する
指導（特定保健指導利用者数）

・集団および個別指導において、対
象者の検査結果や生活様式に応じ
た食生活に関する指導を実施した。

B 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

16

生活習慣病相談 生活習慣病の発症
予防や重症化予防
のための栄養相談
を実施します。

健康増進課 ●定例生活習慣病相談の実施
（対象者の健診結果等を参考に指導
または医療機関への受診勧奨）

対象者の健診結果等を参考に食生
活に関する指導または医療機関へ
の受診勧奨を実施した。

B 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

17

簡単野菜メニュー
の出前講座

食 育 推 進 計 画 に
沿って、家庭で野菜
料理を１皿増やして
もらうために、お弁
当向き簡単野菜レ
シピや子どもの苦
手な野菜を克服で
きるメニューについ
て講座を行います。

健康増進課 ●簡単野菜メニューの出前講座の
実施

依頼なしのため実施なし。「食育推
進計画」については９月に1回実施。
令和８年１月に１回実施予定。

D 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●野菜の摂取量の増加
235.4ｇ/日 ↗

18

「全国学力・学習状
況調査」の実施と活
用

市内小中学校に通
う小学６年生と中学
３ 年 生 を 対 象 と し
て 、 「 朝 食 摂 取 状
況」を調査し、関係
機関等での活用を
図ります。

学校教育課 ・小学６年生と中学３年生を対象とし
た、「朝食摂取状況」を調査し、関係
機関等での活用を図る。

・４月に全国学力・学習状況調査を
実施し、小学６年生と中学３年生を
対象とした、「朝食摂取状況」を調査
し、関係機関等での活用を図った。

A 学校教育課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●ほぼ毎日朝食を食べる児童生徒
の増加
小学６年生　93.6%
中学３年生　91.6% ↗

●適正体重を維持している人の増
加
男性 20～60代 　27.3%
女性 15～19歳 　25.0%
女性 20代　　　　 21.3%

●メタボリックシンドロームの該当者
および予備群の減少
（令和３年）
男性 40歳以上     50.2%
女性 40歳以上     19.2%

↘
→
→

↘

妊娠期・乳幼児期
の栄養指導・相談・
講座の開催 

●食事の内容や栄養バランスに気
をつけている人の増加
男性　63.3%
女性　78.9%

↗
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１．栄養・食生活 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和4年） 目標（令和16年）

令和8（2026）年3月31日時点
（見込み含む）実績

進捗
状況

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

評価指標
取組・事業 内容番号 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画

令和７年度の重点領域です。

19

事業所等への啓発
の充実

市内の事業所に対
し、出前講座の周
知を進め、効果的
な活用を促進すると
ともに、メタボリック
シンドロームの予防
の た め の 食 生 活
等、出前講座の内
容を充実します。  

県南部健康福祉事務所
健康増進課

（県南部健康福祉事務所）
働き盛り世代が日常を過ごす事業所
給食施設を対象とした訪問指導を行
い、栄養バランスに配慮された食事
の提供や健康経営を進めることの大
切さについて市保健師とともに伝え
る。

（健康増進課）
・あなたの健康ささえ隊協力事業所
に年２回健康情報ちらし「プロジェク
トW（野菜たっぷりレシピ）」を配布・活
用し、メタボリックシンドロームの予
防のための食生活等の啓発を行う。

（県南部健康福祉事務所）
栗東市内事業所2か所へ給食施設
指導を実施。食堂で提供されるメ
ニューの栄養管理や食堂での啓発
について指導・助言を行い、事業所
が従業員に対して行う啓発の支援を
実施した。

（健康増進課）
・あなたの健康ささえ隊協力事業所
に年２回健康情報ちらし「プロジェク
トW」を配布した。

B

B

県南部健康福祉事務所
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●野菜の摂取量の増加
235.4ｇ/日

●食事の内容や栄養バランスに気
をつけている人の増加
男性　63.3%
女性　78.9%

●適正体重を維持している人の増
加
男性 20～60代 　27.3%
女性 15～19歳 　25.0%
女性 20代　　　　 21.3%

●メタボリックシンドロームの該当者
および予備群の減少
（令和３年）
男性 40歳以上     50.2%
女性 40歳以上     19.2%

↗

↗

↘
→
→

↘

20

B

B

B

未利用食品の有効
活用の推進  

経済的理由等によ
る欠食への対応の
ひとつとして、フード
ドライブ活動やフー
ドバンク活動の啓
発を行い、活動の
拡充に取り組みま
す。

環境政策課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

社会福祉課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

社会福祉協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
＊事務所移転にともない、食料等受取場所は変更

↗

↘

●ほぼ毎日朝食を食べる児童生徒
の増加
小学６年生　93.6%
中学３年生　91.6%

●朝食を欠食する人（毎日食べな
い人）の減少
男性 15歳以上    17.4%
女性 15歳以上    10.0%
男性 20代　        28.9%
男性 30代　        23.2%
男性 40代　        16.7%

環境政策課
社会福祉課
社会福祉協議会

（環境政策課）
●フードドライブの実施
①10月の食品ロス削減月間に市役
所及び市内量販店で実施
②市内の各コミュニティセンターで常
設実施
●フードドライブで集まった食品を社
会福祉協議会を通じて、食品を必要
とする団体や人に提供。
●市広報紙やホームページ、自治
会回覧等を活用して、フードドライブ
事業についての啓発を実施

（社会福祉課）
●相談員による相談を行うなかで、
必要に応じて、経済的理由等による
欠食への対応の一つとして、フード
パントリーを案内します。

（社会福祉協議会）
●フードドライブ活動で集められた食
品をフードパントリー活動で広く配布
していく

（環境政策課）
●フードドライブの実施
①10月の食品ロス削減月間に市役
所（10月29日）及び市内量販店（10
月28日）で実施
②市内の各コミュニティセンターで常
設実施
●フードドライブで集まった食品を社
会福祉協議会を通じて、食品を必要
とする団体や人に提供。
●市広報紙やホームページ、自治
会回覧等を活用して、フードドライブ
事業についての啓発を実施10月30
日の「食品ロス削減の日」に合わせ
て、フードドライブを実施しました。

（社会福祉課）
相談に応じる中で必要に応じて、
フードパントリーを案内し、相談者と
の関係性を築くことができました。

(社会福祉協議会）
・フードパントリーの実施
　各コミセンや市内事業所等が実施
したフードドライブで集まった食品を
善意銀行で受入れ、下記のフードパ
ントリーや子ども食堂等へ配布。
①関係機関より、生活費が厳しく、食
料提供が必要と紹介された世帯を対
象に、最長６か月間、毎月１回、食料
を提供。
（のべ１２２世帯利用見込）
②年１回　広報で広く周知し、物価高
騰などで生活にお困りの市内在住世
帯を対象に、食料を提供。
（７２世帯利用）
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第３次健康りっとう２１（令和7年度実績・令和8年度計画案）
基本目標１ 健康を支える生活習慣の改善

【目指す方向性】◆誰もが自分の健康に関心を持ち、運動の必要性を理解し、運動を楽しめる環境をつくります。

◆市民一人ひとりが生活の中での身体活動量を自覚し、ライフスタイルに合った身体活動・運動が実施できるよう取り組みます。

２．身体活動・運動
進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

1

いきいき百歳体操
の実践

各学区において自
治会等と共催して、
いきいき百歳体操を
開催します。

健康推進員連絡協議会
民生委員児童委員協議会
老人クラブ

（健康推進員）
●各学区・各自治会と連携しながら
開催の支援を実施。
（民生委員）
●いきいき百歳体操の参加・協力・
支援(各自治会単位等)実施

（健康推進員）
●各学区・各自治会と連携しながら
開催の支援を実施。→一部の学区
のみ（葉山）週1で実施

（民生委員）
・いきいき百歳体操を実施している
学区に対して毎回の協力・支援

C

B

健康推進員連絡協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

民生委員児童委員協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

（老人クラブ）

●運動習慣者の割合の増加
男性 20～64歳　27.5%
女性 20～64歳　18.5%
男性 65～69歳　28.6%
女性 65～69歳　34.1%

●徒歩10分で行けるところへ徒歩
で行く人の増加
男性 20～64歳　43.2%
女性 20～64歳　30.5%
男性 65～69歳　35.7%
女性 65～69歳　20.5%

↗

↗

2

ウォーキング の実
施

ウォーキングマップ
等 を 活 用 し て 、
ウォーキングを実施
します。

健康推進員連絡協議会 ●各学区において、ウォーキングを
実施する。

●各学区において、ウォーキングを
実施。→年3回

B 健康推進員連絡協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

3

就労者への運動の
勧めと機会の提供

就労者の運動不足
解消のために、運
動の勧めと機会の
提供を行います。

商工会 ●ボウリング大会の実施 11月から12月にかけて期間を設け、
ボウリング大会を実施した。

B 商工会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

4

出前講座の実施 軽体操（家でも簡単
に続けることができ
る 体 操 ） や レ ク リ
エーションなどの指
導を行います。

社会福祉協議会 ●出前講座として、地域で実施され
るサロンや老人クラブに職員が出向
き、レクリエ―ションや体操、介護予
防講座等を実施
●地域活動を更に活発化していくた
め、「老人福祉センター健康づくり講
座」の推進や新たな出前講座等を提
案

・出前講座　３６件出動見込
・老福出前講座実績見込
老福やすらぎの家
出前件数　２７回
人数　　　５５５人（見込）
老福ゆうあいの家
出前件数　４回
人数　　　１１０人（見込）
老福なごやかセンター
出前件数　２回
人数　　　２５人（見込）

B 社会福祉協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

5

各 老 人 福 祉 セ ン
ターでの各種教室
の開催

なごやかセンターに
お け る カ イ ロ プ ラ
テ ィ ッ ク 教 室（ ス ト
レッチ）など、市内
各 老 人 福 祉 セ ン
ターで身体を動か
す機会を提供しま
す。

社会福祉協議会 ●老人福祉センターにてレクリエー
ションや軽体操を実施して、体を動
かす機会を通年にわたり実施。
●老人福祉センターにて介護予防等
に関する講座を実施。
●地域サロン、老人クラブ等に健康
づくり講座を実施。
●フレイル予防教室等企画開催

体操・レク・介護予防（パワポ使って）
包括さんによる熱中症予防の講演を
実施
老福3館実績
体操　１９５回　４６００人（見込）やすらぎ

　　　　　２００回　４０００人（見込）ゆうあい

　　　　２０５回　２０８９人（見込）なごやか

熱中症予防講座　４回　９３名（済）
介護予防講座　８回　１８８名（見込）
健康づくり講座　３件　６３名（見込）

B 社会福祉協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画番号
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績

評価指標
進捗
状況

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）
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２．身体活動・運動
進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画番号
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績

評価指標
進捗
状況

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

6

健康教室の開催 健康運動指導士を
派遣する健康教室
を、民生委員児童
委員協議会と協力
し、開催します。

社会福祉協議会
民生委員児童委員協議会

（社会福祉協議会）
●民生委員児童委員協議会と協力
して「大宝西リフレッシュ健康教室」
開催

（民生委員）
●社会福祉協議会と協力して「大宝
西リフレッシュ健康教室」開催
コロナ感染症の状況をみて開催の有
無を検討する。
社協と民児協両者にて協議し内容
等決め実施

（社会福祉協議会）
・「大宝西リフレッシュ健康教室」開
催協力
　年５回、３１名参加
　ストレッチ運動、ウェイトを用いた複
合動作でのゲーム、リズム運動、レ
クダンス、筋力運動、座位で行うヨガ

（民生委員）
・「大宝西リフレッシュ健康教室」を連
続５回で年に１度実施

B

A

社会福祉協議会
□令和7年度（実績）と同じ
■新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
・大宝学区民児協へも拡大展開予定

民生委員児童委員協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

2.身体活動・運動 2 ページ



２．身体活動・運動
進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画番号
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績

評価指標
進捗
状況

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

7

ニュースポーツ（ス
ローイングビンゴ、
公式ワナゲなど）の
普及

ニュースポーツ普及
のための派遣事業
を行います。

スポーツ・文化振興課
スポーツ推進委員協議会

●ニュースポーツ（「ボッチャ」「ス
ローイングビンゴ」「公式ワナゲ」等）
大会を実施し、地域と連携しながら
普及を図る。
●各学区地振協主催の「みんなのス
ポーツ講習会」へスポーツ推進委員
を派遣し、支援・助言を実施。
●各種団体等が主催の生涯スポー
ツに関する研修会や講習会へス
ポーツ推進委員を派遣し、支援を実
施。

●「ボッチャ」や「スローイングビン
ゴ」「公式ワナゲ」等のニュースポー
ツを広報や講習会等で啓発、普及を
図った。
●全９学区地振協主催の「みんなの
スポーツ講習会」へスポーツ推進委
員を派遣し、支援・助言を実施した。
●各種団体等が主催の生涯スポー
ツに関する研修会や講習会へス
ポーツ推進委員を派遣し、さまざま
なスポーツの普及を図った。

B スポーツ・文化振興課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

（スポーツ推進委員協議会）

8

ニュースポーツ教室
への協力

障がいの有無や年
齢 ・ 性 別 に 関 わら
ず、誰もがスポーツ
を楽しめる多様な機
会づくりとして各学
区のニュースポーツ
教室への参加に協
力します。

社会福祉協議会
民生委員児童委員協議会

（社会福祉協議会）
（依頼があれば協力するが、ニュー
スポーツとしては前年度なし）
（民生委員）
●ニュースポーツ教室への参加・協
力

（社会福祉協議会）
・地域からの依頼があり、ボッチャ、
コーンホールの実施について、協力
　３件

（民生委員）
・ニュースポーツの活動はなし。しか
し障がい者スポーツの行事に協力・
支援

B

B

社会福祉協議会
□令和7年度（実績）と同じ
■新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
・活動の一環として、ニュースポーツを提案

民生委員児童委員協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

9

フレイル等に関する
啓発の充実

ロコモティブシンド
ロームやフレイルの
予防に向けた普及
啓発に取り組みま
す。  

社会福祉協議会 ●出前講座や老人福祉センターに
て、普及啓発に取り組む。
●フレイル予防を目的とした大宝学
区を中心とした住民主体の健康教室
「咲くらフレイル予防教室」への後方
的支援の継続。

・出前講座　３６件出動見込
・「咲くらフレイル予防教室」の後方
支援継続。

B 社会福祉協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

10

新体力テストの実施 文部科学省の取り
組みを受けて滋賀
県が定めた実施要
項に則り、全ての小
中学生を対象に実
施し、実態把握と体
力向上に努めます。

小中学校 小中学校（保健体育担当）
●新体力テストの実施

小中学校（保健体育担当）
●新体力テストの実施

B 小中学校（保健体育担当）
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
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２．身体活動・運動
進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画番号
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績

評価指標
進捗
状況

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

11

１日30分以上の外
遊びや運動の必要
性を児童生徒や保
護者に啓発を行い
ます。

小中学校 小学校
●縦割りや学級ごとで「運動遊びの
計画・実施
●マラソンタイム、マラソン大会の実
施
●全学級にドッジボール、サッカー
ボール、大縄を配付
●児童運動委員会で運動のきっか
けづくりとなる企画を増やす。
●がん教育など保健の学習で、運動
することの大切さを学習
中学校
●生徒主体でNBC体育の部（体育
祭）や生徒会活動（球技会）を積極
的に進める。
●生徒会体育委員会による外遊び
の啓発（ボールの貸し出し等）
●部活動への加入を啓発

小学校
●児童運動委員会で運動のきっか
けづくりとなる企画を増やす。
●マラソンタイム、マラソン大会の実
施
●全学級にドッジボール、サッカー
ボール、大縄を配付
●縦割りや学級ごとで「運動遊びの
計画・実施
●がん教育など保健の学習で、運動
することの大切さを学習
中学校
●生徒主体でNBC体育の部（体育
祭）や生徒会活動（球技会）を積極
的に進める。
●生徒会体育委員会による外遊び
の啓発（ボールの貸し出し等）

B 小中学校
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

12

身体を動かして遊
ぶ機会が減少して
いるため、主体的に
身体を動かす遊び
を中心とした活動を
園生活全体の中で
確保します。

幼稚園・保育所・幼児園・
こども園

・散歩や運動遊びなど楽しく体を動
かすことができる活動を保育に取り
入れ、戸外でのびのびと体を動かせ
るようにする。
・自らすすんで運動あそびに取り組
めるよう、保育の工夫、環境整備を
行う。

・散歩や運動遊びなど楽しく体を動
かすことができる活動を実践しまし
た。
・子どもたちが主体的に運動遊びに
取り組めるよう内容を工夫しながら、
保育実践を行いました。

B 幼児課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

13

運動不足の解消と
カルシウム摂取不
足の解消に関する
啓発

幼稚園、保育所、幼
児園、こども園等の
保護者、小学生に
対して、カルシウム
摂取量を増やすこ
と、運動により子ど
もの頃から骨量を
高め、維持すること
の必要性に関する
知識を普及します。

幼稚園、保育所、幼児園、
こども園
幼児課
小学校
健康増進課
こども家庭センター

（幼児課）
・幼稚園、保育園、幼児園の保護者
を対象とした研修会の実施
・給食だより等に掲載を実施
（養護教諭部会）
●学校栄養教諭による指導
（健康増進課）
骨粗しょう症予防セミナーの実施
（こども家庭センター）
●母子保健事業を通じて、対象者に
合ったバランスのよい食生活や運動
の必要性について指導や情報提供
を行う。

（幼児課）
・幼稚園保育園こども園の保護者や
園児と保護者を対象にした研修会の
実施しました。

（養護教諭部会）
●学校栄養教諭による指導

（健康増進課）
・骨粗しょう症予防セミナーについ
て、健康運動指導士を招き計４回実
施した。

（こども家庭センター）
母子保健事業を通じ、対象者に合っ
た食事や運動の必要性について指
導を行いました。

B

B

B

B

幼児課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

養護教諭部会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

こども家庭センター
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

14

スポーツ事業の実
施

スポーツ推進計画
に沿って、各世代を
通じて参加できるく
りちゃんファミリーマ
ラソン、ウォーキン
グ事業等、スポーツ
事業を実施し、市民
の運動と交流を図り
ます。 

スポーツ・文化振興課 ●くりちゃんファミリーマラソン、耐寒
アベック登山大会を実施。
●市スポーツ協会と連携し、ウォー
キング事業や体操事業等を実施し
市民の健康づくりや交流を図る。

●くりちゃんファミリーマラソン（栗東
市ロード競技三大会実行委員会主
催）を11月23日に開催した。参加者
数386人｡
●耐寒アベック登山大会（栗東市
ロード競技三大会実行委員会主催）
を1月18日に開催した。申込者数304
人｡
●市スポーツ協会とも連携し、「すま
いる体操」と「歩こう会」等を実施し、
参加者の健康増進を図った。

B スポーツ・文化振興課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

15

スポーツ施設の利
用案内および混雑
情報の提供

スポーツ施設利用
を促すための情報
提供に努めるととも
に、利便性を向上さ
せるための混雑情
報の提供について
検討し、スポーツの
機会の充実を図り
ます。

スポーツ・文化振興課 ●ホームページや市の公式LINE等
を活用し、各種事業情報の提供を
行った｡

●本年度から全庁的に稼働した公
共施設予約システム構築に向け、関
係機関と情報共有を行った。

●ホームページや市の公式LINE等
を活用し、各種事業情報の提供を
行った｡

B スポーツ・文化振興課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

運動や外遊びの啓
発
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２．身体活動・運動
進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画番号
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績

評価指標
進捗
状況

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

16

トレーニング機器開
放事業

介護予防を目的とし
て、65歳以上の人を
対象にトレーニング
機器を使った筋力
運動の機会を提供
します。

長寿福祉課 トレーニング機器開放事業および講
習会の開催

トレーニンング機器開放事業の実
施。
午前の部　242回開催
午後の部　91回開催
講習会　3クール開催

B 長寿福祉課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

17

いきいき百歳体操
の普及啓発

いきいき百歳体操
の普及啓発を実施
します。実践希望団
体には技術支援を
実施するとともに、
実践団体への継続
支援を行います。

長寿福祉課 いきいき百歳体操の普及啓発および
新規・継続支援の実施

新規立ち上げ支援3団体（計12回）
継続支援46団体（計46回）

B 長寿福祉課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

18

特定保健指導での
運動指導

特定健康診査の結
果、特定保健指導
の対象となった人に
生活習慣改善に伴
う運動指導を実施
し、メタボリックシン
ドロームの改善を推
進します。

健康増進課 ●特定保健指導での生活習慣改善
に伴う運動指導（特定保健指導利用
者)。対象者の状態に応じた運動を
紹介していただき生活改善に取り組
む。

・健康運動指導士による集団での運
動指導を1回実施した。対象者の状
態に応じた運動を紹介していただき
生活改善に取り組んだ。

B 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

19

「新体力テスト」の
実施と活用

市内小中学校の全
児童生徒を対象とし
た「新体力テスト」を
実施し、実態把握と
体力向上に努めま
す。

学校教育課 ・小中学校の全児童生徒を対象とし
た「新体力テスト」を実施し、実態把
握と各校における体力づくりの強
み、弱みを把握し体力向上に努め
る。

・小中学校の全児童生徒を対象とし
た「新体力テスト」を実施し、実態把
握と各校における体力づくりの強
み、弱みを把握し体力向上に努め
た。市体育研究会で分析を行った。

A 学校教育課
□令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

20

運動公園等の維持
管理

誰もが安心してレク
リエーションや運動
の場として利用でき
るよう、公園の維持
管理を行います。

都市計画課
スポーツ・文化振興課

（都市計画課）
利用者が安全に利用できるよう修繕
や整備を行い、適切な維持管理に努
めます。
（スポーツ・文化振興課）
誰もが安心してレクリエーションや運
動場として利用できるよう、公園の維
持管理を行う。

（都市計画課）
利用者が安全に利用できるよう修繕
や整備を行い、適切な維持管理に努
めた。
（スポーツ・文化振興課）
●誰もが安心してレクリエーションや
運動場として利用できるよう、公園の
維持管理を行った。

B

B

都市計画課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

スポーツ・文化振興課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

21

健康アプリ（ビワテ
ク）の推進

楽しく健康づくりを
実践、体験し、健康
づくりの意識づけと
習慣化を図るため、
健康アプリ（ビワテ
ク）の充実と利用の
促進に努めます。

保険年金課 楽しく健康づくりを実践、体験し、健
康づくりの意識づけと習慣化を図る
ため、健康アプリ（ビワテク）の充実
と利用の促進に努めます。

アプリユーザー数　63,000人（令和8
年3月見込）

B 保険年金課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

2.身体活動・運動 5 ページ



第３次健康りっとう２１（令和7年度実績・令和8年度計画案）
基本目標１ 健康を支える生活習慣の改善

【目指す方向性】◆家庭や地域、職域等において、こころの健康について正しく理解し、こころの不調に気づき、早期に適切な対応ができるよう、関係機関と連携し相談支援体制を整えます。

◆十分な睡眠や休養の確保等、こころの健康を保つための知識を啓発します。

３．休養・こころの健康
進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

1

うつ病Ｇ-Ｐネット 草津栗東医師会におい
て、うつ病Ｇ-Ｐネット（一
般医、精神科医ネット
ワーク）づくりを推進しま
す。

医師会 ●草津栗東医師会において、うつ病Ｇ－
Ｐネット(一般医、精神科医ネットワーク)
を推進する。
●日常診療や産業医活動を通じて、うつ
病対策をすすめる。
●産業医活動、ストレスチェックを通じ
て、メンタルヘルスの推進を図る

●草津栗東医師会において、うつ病
Ｇ－Ｐネット(一般医、精神科医ネット
ワーク)講演会を行い、取り組みを推
進した。
●日常診療や産業医活動を通じて、
うつ病対策をすすめた。
●産業医活動、ストレスチェックを通
じて、メンタルヘルスの推進を図っ
た。

B 医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

2

うつ病患者の発見
と専門医への受診
の勧め

うつ病患者の発見と専
門医への受診指導に努
めます。

薬剤師会 前年度と同じ
●「不眠症」、「子育て」、「心の病気」等
ごとに、声掛け方法や啓発資材を分類し
て啓発。関係機関からの関連資材のご
提供・ご提案を頂きながら勧奨を実施。
主に服薬指導時に実施。

各薬局、店頭で適宜適切に実施
近年では健康サポート薬局だけでな
く通常の薬局の取組として健康相談
会を実施する機会が多くなっている。

B 薬剤師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

3

退職後の自主活動
グループの支援

退職後に活躍する場づ
くりとして、自主活動グ
ループの支援を行いま
す。

社会福祉協議会 ●地域の退職シニアを中心とした人材
の発掘
●退職シニア等への活動の場の紹介と
啓発
●退職世代向けボランティア養成講座
の開催
●「栗東ふぁざ～ず倶楽部」活動支援
●おやじ+塾の活動支援。ボランティアグ
ループとして自主的な活動を目指す。

・栗東１００歳大学にてボランティア
活動について説明
・「ボランティアちょこっと体験」の開
催
　年７回開催、のべ８７名参加
・「栗東ふぁざ～ず倶楽部」活動支援
・「おやじ＋塾」活動支援

B 社会福祉協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

4

高齢者サロン・子育
てサロンの開催の
支援

高齢者の生きがいづく
り、子育て不安の解消
や 情 報 交 換 の 場 と し
て、小地域で行うサロン
活動等を支援します。

健康推進員連絡協議会
民生委員児童委員協議
会
社会福祉協議会

（健康推進員）
●各学区・自治会において、対象者へ生
きがいづくりの啓発活動を実施。
●各学区・自治会で実施されているサロ
ン活動の支援を実施。
（民生委員・社会福祉協議会）
●各地域で、高齢者サロンや、老人クラ
ブの開催や協力
●サロン活動等運営支援
　・助成事業による支援
　・出前講座による支援
　・サロン交流会の実施等
●子ども食堂を通じた地域のつながりづ
くりの推進

（健康推進員）
●各学区・自治会において、対象者
へ生きがいづくりの啓発活動を実
施。→年7回
●各学区・自治会で実施されている
サロン活動の支援を実施。→年10回

（民生委員）
・高齢者サロンや老人クラブはリー
ダーが不在のため減少している。

（社会福祉協議会）
・高齢者サロン、老人クラブの支援
・サロン活動等運営支援
・助成事業による支援
　身近な地域でのつながり活動助成
４８件
・出前講座による支援　３６件見込
・サロン交流会の開催　年１回
・子ども食堂の活動支援

B

D

B

健康推進員連絡協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

民生委員児童委員協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

社会福祉協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

5

児童の放課後の居
場所づくりの支援

平日の放課後に地域の
協力を得て、小学校区
ごとに放課後子ども教
室を開催します。遊び
やスポーツ等を通して、
異学年の交流、地域住
民との交流を推進しま
す。

栗東市地域教育協議会 ８小学校区で概ね６月から２月まで
開催。

（栗東市地域教育協議会）

↗

6

あいさつ運動の推
進

見守り活動および各学
校の校門において、あ
いさつ運動を支援しま
す。

民生委員児童委員協議
会

●挨拶運動の推進と見守り活動 ・ほぼ毎日実施 B 民生委員児童委員協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

番号

●睡眠による休養を十分とれてい
ない者の割合の減少
男性 15歳以上　30.4%
女性 15歳以上　34.2%

●ストレスや不満、悩み等を感じて
いる者の割合の減少
男性 15歳以上　25.7%
女性 15歳以上　26.5%

↘

↘

●「学校が楽しい」と答えた児童生
徒の増加
小学生６年生　84.3%
中学生３年生　76.9%

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

評価指標
進捗
状況

取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績

3.休養・こころの健康 1 ページ



３．休養・こころの健康
進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

番号
令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

評価指標
進捗
状況

取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績

7

高齢者ゆうあい訪
問の実施

定期的または個別に安
否確認や状況の変化の
把握のために、家庭訪
問を実施します。

民生委員児童委員協議
会

●高齢者ゆうあい訪問の実施
※ただし個別訪問は各自で随時行う

・高齢者ゆうあい訪問年１回実施
※個別訪問は各自で随時行ってい
る。

A 民生委員児童委員協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●睡眠による休養を十分とれてい
ない者の割合の減少
男性 15歳以上　30.4%
女性 15歳以上　34.2%

●ストレスや不満、悩み等を感じて
いる者の割合の減少
男性 15歳以上　25.7%
女性 15歳以上　26.5%

↘

↘

8

「くりちゃん元気いっ
ぱい運動」の推進

「くりちゃん元気いっぱ
い運動」(早寝・早起き・
朝ごはん )を 推進 し ま
す。

小中学校
幼稚園・保育所・幼児園・
こども園

小中学校
小学校
●全国学力学習状況調査による朝食摂
取状況の把握。
●学校だよりや保健だより等で家庭との
連携が図れるように発信。また、基本的
な生活習慣が身につくように発達段階に
合わせて集団や個別で指導。

中学校
●「早寝・早起き・朝ごはん」啓発週間の
実施

（小中学校）
小学校
●全国学力学習状況調査による朝
食摂取状況の把握。
●学校だよりや保健だより等で家庭
との連携が図れるように発信。また、
基本的な生活習慣が身につくように
発達段階に合わせて集団や個別で
指導。
中学校
●「早寝・早起き・朝ごはん」啓発週
間の実施

（幼児課）
・園だよりや保育の中で早寝・早起
き・朝ごはんの大切さを伝えていま
す。

B

B

小中学校
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

幼児課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●「学校が楽しい」と答えた児童生
徒の増加
小学生６年生　84.3%
中学生３年生　76.9% ↗

9

体験学習の充実 異学年交流や福祉体
験、職場体験などの体
験的な学習、こころの健
康やいのちの大切さを
学ぶ学習の充実に努め
ます。

小中学校 小学校
●「やまのこ」での自然体験、「うみのこ」
での他の学校との交流
●居住地交流の実施●縦割り活動の実
施●保幼小交流の実施
●福祉体験などの体験的な学習の実
施。
●助産師による「いのちの大切さ」の学
習を参観日に実施する。
●聾話学校との交流会（各学年）を計画
を行う。
中学校
●職場体験学習の実施
●家庭科保育体験の実施
●助産師の先生による性教育講演会の
実施

小学校
●「やまのこ」での自然体験、「うみ
のこ」での他の学校との交流
●居住地交流の実施
●縦割り活動の実施
●保幼小交流の実施
●福祉体験などの体験的な学習の
実施。
●助産師による「いのちの大切さ」の
学習を実施する。
●聾話学校との交流会（各学年）を
計画を行う。
中学校
●職場体験学習の実施
●家庭科保育体験の実施
●助産師の先生による性教育講演
会の実施

B 小中学校
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

10

教 育 相 談 や ア ン
ケートの実施

児童生徒に対する定期
的 な 教 育 相 談 や ア ン
ケートを実施し、いじめ
等の早期発見に努めま
す。

小中学校 小学校（教育相談担当）
●教育相談週間（担任と児童一人ずつ
の面談）を年２回実施。
●いじめや教育相談に関するアンケート
を実施する。
●スクールカウンセラーによる児童のア
セスメントや保護者懇談の実施。
●保護者が担任や担任外の教師に相談
できる機会を設け、SCとの希望面談を設
定し、支援室にもつなげる。（児童の面
談も設定）
中学校
●いじめアンケートを実施する。（年３
回）
●必要時、ＳＣとの相談を実施する。
●定期的に健康相談を実施する。
●講師を迎えて、人権について学ぶ。
●生活アンケートの実施（7月・10月・1
月）
●担任と生徒一人ずつの面談

小学校（教育相談担当）
●教育相談週間（担任と児童一人ず
つの面談）を年２回実施
●いじめや教育相談に関するアン
ケートを実施する。
●スクールカウンセラーによる児童
のアセスメントや保護者懇談の実
施。
●保護者が担任や担任外の教師に
相談できる機会を設け、SCとの希望
面談を設定し、支援室にもつなげる。
中学校
●いじめアンケートを実施する。（年
３回）
●必要時、ＳＣとの相談を実施する。
●定期的に健康相談を実施する。
●講師を迎えて、人権について学
ぶ。
●生活アンケートの実施（7月・10月・
1月）
●担任と生徒一人ずつの面談

B 小中学校（教育相談担当）
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

3.休養・こころの健康 2 ページ



３．休養・こころの健康
進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

番号
令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

評価指標
進捗
状況

取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績

11

自殺予防週間および自
殺対策強化月間にあわ
せてこころの健康、自殺
予 防 の 啓 発 を 行 い ま
す。

障がい福祉課
健康増進課

（障がい福祉課）
●自殺予防週間（９月１０日～９月１６
日）にあわせ、啓発品を配布。広報や市
Facebookなどでも啓発記事を掲載。

（健康増進課）
自殺予防週間（９月１０日～９月１６日）
にあわせ、なごやかセンター内にポス
ターを掲示。

（障がい福祉課）
●自殺予防週間（９月１０日～９月１
６日）にあわせ、啓発品を配布。広報
などでも啓発記事を掲載。

（健康増進課）
自殺予防週間（９月１０日～９月１６
日）にあわせ、なごやかセンター内に
ポスターを掲示

B

B

障がい福祉課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

12

精神疾患や自殺につい
ての正しい知識の普及
や市の相談窓口の周知
のためのリーフレットの
配布、広報「りっとう」で
の情報提供、研修会の
開催など、こころの健康
づくりの啓発を行いま
す。

障がい福祉課
健康増進課

（障がい福祉課）
●自殺対策月間（３月）にあわせ、相談
機関等を掲載したチラシを広報りっとう3
月号に折込み
●こころの健康づくり研修会を開催商工
観光労政課と連携し、企業等を対象に
実施。
（健康増進課）
●こころの健康づくり研修会を開催

（障がい福祉課）
●（2月）市内企業向けに自殺につな
がる疾患などの知識に関するチラシ
を配布。
●自殺対策月間（３月）にあわせ、相
談機関等を掲載したチラシを広報
りっとう3月号に折込み

（健康増進課）
11月26日にこころの健康づくり研修
会を実施した。参加者は49名。

B

B

障がい福祉課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

13

ゲートキーパー研
修の実施

ゲートキーパーとは、悩
んでいる人に気づき、
声をかけ、話を聞いて、
必要な支援につなぎ、
見守る人です。自殺対
策として、相談窓口職
員や地域の相談を担う
人等を対象としたゲート
キーパー研修を実施し
ます。

障がい福祉課 ●市職員、関係機関を対象に自殺予防
研修会を実施

●（7月）幼、小、中教員向けのゲート
キーパー研修を実施し、33名参加。
●（11月）市職員向けゲートキー
パー研修を実施し、53名参加。

B 障がい福祉課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

14

「栗東子育て 教育
Nextプロジェクト」の
推進

「 自分を高める 力」 や
「自分と向き合う力」、
「他者とつながる力」な
どの非認知能力を身に
つけられるよう、家庭・
地域・学校園が連携し
て市全体で取り組みま
す。

学校教育課
幼児課

（学校教育課）
・非認知能力の育成に向けて、中学校区
での共通実践など、家庭・地域・学校園
が連携して取り組む。
（幼児課）
・「遊び」を通した非認知能力の育ちを家
庭、地域と共に支える連携を行う。

（学校教育課）
・非認知能力の育成に向けて、中学
校区での共通実践など、家庭・地域・
学校園が連携して取り組む。

（幼児課）
・様々な人やものとの関わりの中で
心を動かし、自ら考え遊び込むこと
ができる保育内容を意識し、生きる
力のねっことなる非認知能力の育成
を保護者・地域と共に取り組んでい
ます。

B

学校教育課
□令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

幼児課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●「学校が楽しい」と答えた児童生
徒の増加
小学生６年生　84.3%
中学生３年生　76.9%

↗

こころの健康づくり
の啓発

●睡眠による休養を十分とれてい
ない者の割合の減少
男性 15歳以上　30.4%
女性 15歳以上　34.2%

●ストレスや不満、悩み等を感じて
いる者の割合の減少
男性 15歳以上　25.7%
女性 15歳以上　26.5%

↘

↘

3.休養・こころの健康 3 ページ



３．休養・こころの健康
進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

番号
令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

評価指標
進捗
状況

取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績

15

「子育てのための12
か条」の推進

子どもたちが良好な人
間関係を築くための力
を身につけられるよう、
家庭・地域・学校園・企
業と連携して推進しま
す。

生涯学習課 
学校教育課
幼児課

（生涯学習課）
●家庭・地域・学校園・企業と連携して推
進していく。
（学校教育課）
・学校等にポスターを掲示し、子どもたち
が良好な人間関係を築くための力を身
につけられるよう、学校、家庭、地域で
「子育てのための12か条」を連携して取
り組む。

・「栗東子育て教育Nextプロジェクト」の
推進の中でも、12条のいくつかに焦点を
当て、各中学校区で共通実践する。
(幼児課)
・年度当初に「よりよくするために１２か
条」のパンフレット啓発・配布。
・「ふだんの生活習慣アンケート」を実施
し、取り組みの推進状況を把握。

（生涯学習課）
園、小中学校にポスターを配布し掲
示を依頼した。８月に推進会議を開
催し、賛同団体への取組の協力を
行った。

（学校教育課）
・学校等にポスターを掲示し、子ども
たちが良好な人間関係を築くための
力を身につけられるよう、学校、家
庭、地域で「子育てのための12か条」
を連携して取り組んだ。
　・「栗東子育て教育Nextプロジェク
ト」の推進の中でも、12条のいくつか
に焦点を当て、各中学校区で共通実
践した。

（幼児課）
・園内にポスター掲示をし、保育者自
身が意識しながら保育実践の中で大
切にしています。また懇談の機会に
子育ての中で大切にしたいことを共
有しています。

B

B

生涯学習課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
今後の方向性を検討するため変更の場合もあり

学校教育課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

幼児課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

16

いじめ防止の取り
組み

いじめ防止のための対
策を総合的・効果的に
推進するため、「栗東市
いじめ防止基本方針」
に基づいた取り組みを
推進します。

学校教育課 ・栗東市いじめ防止基本方針に則り、い
じめ防止対策を実現する。
・教育委員会より各学校を訪問し、いじ
め問題への取組進捗を確認することで
いじめ問題への意識の高揚を図る。

・栗東市いじめ防止基本方針に則
り、いじめ防止対策を実現する。
・教育委員会より各学校を訪問し、い
じめ問題への取組進捗を確認するこ
とでいじめ問題への意識の高揚を図
る。

B 学校教育課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

17

小 学校 の体 育館 やコ
ミュニティセンター等を
活用し、地域の多様な
人々の参画を得て、放
課後子ども教室を開催
し、学習やスポーツ・文
化活動、地域住民と子
どもたちの交流に取り
組みます。

生涯学習課  全小学校区で開催できるよう働きかけを
行う。また、保護者や様々な機会を通じ
て呼びかけを行いスタッフの増加に努め
る。

8学区で開催した。未実施の小学校
区においては開催に向けて地域の
方と協議を行った。

B 生涯学習課
■令和7年度（実績）と同じ　　回数等に変更あり
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

18

児童館事業を行い、放
課後や夏休みなどの長
期休業中の子どもたち
の仲間づくりや居場所
づくりに取り組みます。

子育て支援課 小学生が利用しやすい環境を整えるとと
もに、長期休業中には小学生を対象とし
た活動を実施します。また、子どもたち
への声かけや遊んでいる様子にも気を
配り、児童館が子どもたちにとっての居
場所になるよう努めます。

児童の放課後に、安心して遊べる遊
び場や遊びの提供をしました。また、
小学生対象の事業を実施しました。

小学生以上の児童で児童館を利用
した延べ人数（見込）
R7 18,229人（R6実績 17,452人）

B 子育て支援課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

子どもの居場所づく
り
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第３次健康りっとう２１（令和7年度実績・令和8年度計画案）

基本目標１ 健康を支える生活習慣の改善

【目指す方向性】◆市民一人ひとりが、フッ化物の活用をはじめとした歯・口腔のセルフケアと定期的な歯科健診の受診の重要性を理解し、実践できるよう情報発信・啓発に取り組みます。

◆食育と連動して、むし歯予防、歯周病予防、口腔機能の維持・向上の重要性について、啓発を行います。

◆健診により、自分の歯と口腔機能の状態を把握し、６０２４（ロクマルニイヨン）・８０２０（ハチマルニイマル）を目標に歯の健康づくりに取り組みます。

４．歯・口腔の健康 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

1

歯の健康に関する
イベントの開催

歯の健康にかかわるイ
ベントの開催、協力を
行うことを通して、市民
の歯の健康に関する関
心と理解を深めていき
ます。
・県民フォーラム歯ート
フル淡海
・かむカムフェスタ

歯科医師会 ●かむかむフェスタの開催
●歯－トフル淡海の開催
●よい歯の健康老人コンクール協力
●パラデンタル学校歯科に関わる先生等を
対象にフッ素歯磨剤の予防講演会を実施
●かむカムフェスタ開催に係る支援や啓発
活動を実施。

パラデンタル学校歯科に関わる先生等を
対象にフッ素歯磨剤の予防講演会を実施
についてはまだ実施できておりません。本
年度学校保健委員会などを通じて実施予
定

C 歯科医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●むし歯のない子どもの割合の増
加
（令和２年）３歳児　85.9%
　　（中１）12歳児　70.8%

●60代で24本以上の自分の歯を有
する人の割合の増加
60代　47.9%

●定期的に歯科健診を受けている
人の割合の増加
全体　35.6%

↗

↗

↗

2

糖尿病と歯周病に
係る医科・歯科連携
事業

医師会と歯科医師会が
連携して、歯周病・糖尿
病対策を推進します。

医師会
歯科医師会

（医師会・歯科医師会）
●糖尿病と歯周病にかかる医科・歯科連携
事業の実施

（医師会）
●糖尿病と歯周病にかかる医科・歯科連
携事業については今年度は行われず。

C

B

医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

歯科医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●60代で24本以上の自分の歯を有
する人の割合の増加
60代　47.9%

●定期的に歯科健診を受けている
人の割合の増加
全体　35.6%

↗

↗

3

かかりつけ歯科医、
定 期 的 な 歯 科 健
診、歯科受診の啓
発

市内薬局において、生
活習慣病の 人に 対し
て、歯周疾患との関連
の説明、歯科医院紹介
カードの配布などを行
い 、 定 期 的 な 歯 科 健
診、歯科受診の必要性
について啓発を行いま
す。
かかりつけ歯科医を持
ち、子どもから高齢者
まで、定期的に歯科健
診を受診するよう啓発
を行います。

薬剤師会
歯科医師会

（薬剤師会）
関係機関からの関連資材のご提供・ご提案
を頂きながら、各薬局にて生活習慣病、主に
糖尿病患者向けに啓発・勧奨を随時行う。

（薬剤師会）
各薬局にて生活習慣病、主に糖尿病患者
向けに啓発を随時行っています。

B

B

薬剤師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

歯科医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

4

地域のイベント等で
の啓発

歯や口腔の健康につい
て研修を受け、フェス
ティバル等で啓発を行
います。

健康推進員連絡協議会 ●かむカムフェスタ開催に係る支援や啓発
活動を実施。

かむカムフェスタは、見学のみになった。 C 健康推進員連絡協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●むし歯のない子どもの割合の増
加
（令和２年）３歳児　85.9%
　　（中１）12歳児　70.8%

●60代で24本以上の自分の歯を有
する人の割合の増加
60代　47.9%

●定期的に歯科健診を受けている
人の割合の増加
全体　35.6%

↗

↗

↗

番号 取組・事業

評価指標令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）
内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画

令和8（2026）年3月31日時点
（見込み含む）実績

進捗
状況
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第３次健康りっとう２１（令和7年度実績・令和8年度計画案）

基本目標１ 健康を支える生活習慣の改善

【目指す方向性】◆市民一人ひとりが、フッ化物の活用をはじめとした歯・口腔のセルフケアと定期的な歯科健診の受診の重要性を理解し、実践できるよう情報発信・啓発に取り組みます。

◆食育と連動して、むし歯予防、歯周病予防、口腔機能の維持・向上の重要性について、啓発を行います。

◆健診により、自分の歯と口腔機能の状態を把握し、６０２４（ロクマルニイヨン）・８０２０（ハチマルニイマル）を目標に歯の健康づくりに取り組みます。

４．歯・口腔の健康 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

番号 取組・事業

評価指標令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）
内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画

令和8（2026）年3月31日時点
（見込み含む）実績

進捗
状況

5

健康づくり啓発への
協力

医療機関や商店など人
が集まる民間の公共的
施設において、健康づ
くりの啓発や情報提供
を実施します。

医師会
歯科医師会
あなたの健康ささえ隊協
力事業所

（医師会）
●草津栗東医師会ホームページのリニュー
アルを行い、市民に対して健康、医療の情報
を提供する。
（歯科医師会）
●FM滋賀「stile!｣番組中の｢HAHAHA！の
話｣コーナーにてリスナーの質問に回答：月１
回程度(県医師会)

（医師会）
●草津栗東医師会ホームページを通して、
市民に対して健康、医療の情報を提供し
た。

B

医師会
□令和7年度（実績）と同じ
■新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
令和8年度は、草津栗東医師会ホームページの内
容の見直しを行い、市民に対して最新の健康、医
療の情報を提供する。

歯科医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

（あなたの健康ささえ隊協力事業所）

6

歯みがきの啓発 幼稚園・保育所・幼児
園・こども園 などでエプ
ロンシアターを実施し、
歯みがきの啓発を行い
ます。

健康推進員連絡協議会 ●各年代に合わせた口腔の健康について啓
発を実施。

●各年代に合わせた口腔の健康について
啓発→年0回

C 健康推進員連絡協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●むし歯のない子どもの割合の増
加
（令和２年）３歳児　85.9%
　　（中１）12歳児　70.8% ↗

7

昼食後の歯みがき
の推進

給食後の歯みがきの定
着を図る活動を推進し
ます。

幼稚園・保育所・幼児園・
こども園
小中学校

（幼児課）
・育ちに応じた歯磨き指導を行い、食後のう
がい、食後の歯磨きの定着につなげる。
・3～5歳児対象に歯科衛生士による歯科指
導を行い、歯の健康について考える機会をも
つと共に家庭へ啓発を行う。
・虫歯の話や歯磨きの大切さについて伝える
とともに、給食後は一人一人にその都度声を
かけ、丁寧に磨けるよう指導する。

小学校（養護教諭部会）
●各年齢に応じた歯磨き指導を行い、食後
の歯磨きの定着につなげた。
●歯みがきカレンダーを配付し、よく磨けたク
ラスを表彰する
●毎月８日「ハンカチ・歯みがきの日」と称
し、児童委員会で持参率と実施率を調べて
発表。
●児童保健委員会で下学年への歯みがき指
導

（幼児課）
・育ちに合わせた歯磨き指導を行い、食後
のうがい、食後の歯磨きの定着を図りまし
た。
・4.5歳児対象に歯科衛生士による歯科指
導を行い、歯の健康について考える機会を
もつと共に家庭へ啓発を行いました。
・園の看護師が健康増進課歯科衛生士に
よる研修を受け、園内での歯の健康につ
いての啓発につなげました。
・保育の中で虫歯の話や歯磨きの大切さ
について伝えるとともに、食後のうがい、歯
磨きの指導を行っています。

小学校（養護教諭部会）
●歯みがきカレンダーを配付し、よく磨けた
クラスを表彰する
●毎月８日「ハンカチ・歯みがきの日」と称
し、児童委員会で持参率と実施率を調べて
発表。
●児童保健委員会で下学年への歯みがき
指導
●「２＋２＋２＋２法」の啓発。歯みがきソ
ングの放送。

B

A

幼児課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

養護教諭部会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
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第３次健康りっとう２１（令和7年度実績・令和8年度計画案）

基本目標１ 健康を支える生活習慣の改善

【目指す方向性】◆市民一人ひとりが、フッ化物の活用をはじめとした歯・口腔のセルフケアと定期的な歯科健診の受診の重要性を理解し、実践できるよう情報発信・啓発に取り組みます。

◆食育と連動して、むし歯予防、歯周病予防、口腔機能の維持・向上の重要性について、啓発を行います。

◆健診により、自分の歯と口腔機能の状態を把握し、６０２４（ロクマルニイヨン）・８０２０（ハチマルニイマル）を目標に歯の健康づくりに取り組みます。

４．歯・口腔の健康 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

番号 取組・事業

評価指標令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）
内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画

令和8（2026）年3月31日時点
（見込み含む）実績

進捗
状況

8

歯科健診結果の活
用

歯科健診を通して、自
らの歯の健康状態を把
握し、歯の健康に対す
る意識を高めていきま
す。

幼稚園・保育所・幼児園・
こども園
小中学校

（幼児課）
・育ちに応じた歯磨き指導を行い、食後の歯
磨きの定着につなげる。
・3～5歳児対象に歯科衛生士による歯科指
導を行い、歯の健康について考える機会をも
つと共に家庭へ啓発を行う。
・歯科健診結果を通知し、歯科受診をすすめ
ると共に、定期的な歯科受診の大切さを知ら
せ予防歯科への関心を高める。
・園だよりやほけんだよりで虫歯予防の啓発
をする。

小学校（養護教諭部会）
●歯科受診率向上のために未受診者に対し
て12月に再勧告を行う。
●通信等で歯科検診結果や歯科受診率を
報告、むし歯、歯周病予防の啓発。
●年２回歯科受診のおすすめを配付し、早
期治療を啓発。

中学校
●歯科検診の結果が必ず、保護者に渡るよ
うに、三者懇談時に全生徒に配布する。
●歯科健診前に保健便りを配布

（幼児課）
・歯科健診結果を通知し、受診をすすめる
ことと小さい頃からかかりつけ医による定
期受診をすすめるおたよりを配布しまし
た。また、園だよりやほけんだよりでの啓発
も行いました。

（養護教諭部会）
小学校
●歯科受診率向上のために未受診者に対
して12月に再勧告を行う。
●通信等で歯科検診結果や歯科受診率を
報告、むし歯、歯周病予防の啓発。
中学校
●歯科検診の結果が必ず、保護者に渡る
ように、三者懇談時に全生徒に配布する。
●歯科健診前に保健便りを配布

B

B

幼児課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

養護教諭部会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

9

学 校 歯 科 保 健 マ
ニュアルの改正、学
校歯科保健指導の
充実

学校歯科保健マニュア
ルの改正を行い、学校
でのむし歯予防、歯周
病予防のための歯科
指 導 の 充 実 を 図 り ま
す。

小中学校 （養護教諭部会）
●歯と口の健康週間、いい歯の日に歯の健
康を意識できるように歯科保健指導などの
実施。
●児童委員会によるポスター作成や放送で
の呼びかけ
●養護教諭や総合保健専門学校学生等に
よる発達段階に沿った歯科保健指導（学活１
時間）の実施。
●５年生が全国小学生歯みがき大会への参
画。

（養護教諭部会）
●歯と口の健康週間、いい歯の日に歯の
健康を意識できるように歯科保健指導など
の実施。
●児童委員会によるポスター作成や放送
での呼びかけ
●養護教諭や総合保健専門学校学生等
による発達段階に沿った歯科保健指導の
実施。「２＋２＋２＋２法」の啓発。
●全国小学生歯みがき大会へ参加。(5年
生 )

A 養護教諭部会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

10

かかりつけ歯科医
の啓発

子どもと保護者に対し、
かかりつけ歯科医を持
ち、定期的に歯科健診
を受診するよう啓発を
行います。

小中学校 （養護教諭部会）
●全員に歯科検診結果を配布し、定期検診
の大切さを啓発。
●年２回歯科受診のおすすめを配付し、早
期治療を啓発。

（養護教諭部会）
●全員に歯科検診結果を配布し、定期検
診の大切さを啓発。
●年２回歯科受診のおすすめを配付し、早
期治療を啓発。

B 養護教諭部会
■和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●60代で24本以上の自分の歯を有
する人の割合の増加
60代　47.9%

●定期的に歯科健診を受けている
人の割合の増加
全体　35.6%

↗

↗

4.歯・口腔の健康 3 ページ



第３次健康りっとう２１（令和7年度実績・令和8年度計画案）

基本目標１ 健康を支える生活習慣の改善

【目指す方向性】◆市民一人ひとりが、フッ化物の活用をはじめとした歯・口腔のセルフケアと定期的な歯科健診の受診の重要性を理解し、実践できるよう情報発信・啓発に取り組みます。

◆食育と連動して、むし歯予防、歯周病予防、口腔機能の維持・向上の重要性について、啓発を行います。

◆健診により、自分の歯と口腔機能の状態を把握し、６０２４（ロクマルニイヨン）・８０２０（ハチマルニイマル）を目標に歯の健康づくりに取り組みます。

４．歯・口腔の健康 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

番号 取組・事業

評価指標令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）
内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画

令和8（2026）年3月31日時点
（見込み含む）実績

進捗
状況

11

関係団体と連携し、フッ
化物を活用した歯・口
腔の健康づくり等の情
報発信や啓発を行いま
す。

健康増進課 ●啓発リーフレット・ポスターの作成および配
付
●小学校２年生への歯科健康教育はR６年
度の実施を踏まえ、R7以降は学校が主体と
なって実施できるように関係機関として協力
する。

・乳幼児健診の機会に、年齢に合わせた
歯みがきの方法等について記載したリーフ
レットを作成、配付した。また、乳幼児健診
会場等で掲載する歯科と食に関するポス
ターを制作した。
・園児向けの啓発として、幼児課と健康増
進課が協力し、園のスタッフによる歯みが
き指導や予防歯科に関する啓発活動を実
施するための支援を行った。
　園の看護師会議での指導者向け歯みが
き指導の実施（９月）、啓発媒体（ポス
ター、リーフレット）配布予定
・小学校２年生に対して、健康教育の実施
における助言等を行い、小学校での健康
教育を支援した。
・はたちのつどい向けにリーフレットを作
成、配布した。
・まちづくり出前トーク『予防歯科について』
８月に１件
・予防歯科プロモーション事業の実施。
　小中学校へポスター・リーフレットの配
布、動画の活用。市公式YouTube、LINEへ
動画の掲載。歯科医院へポスター配布。

B 健康増進課
□令和7年度（実績）と同じ
■新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
　啓発対象の中心を小中学生等の子どもから成人
期へ広げる。

12

広報「りっとう」や各種
啓発、出前トーク 等を
通じてオーラルフレイル
の周知・予防啓発を行
うほか、歯と口腔の健
康に関する相談を行い
ます。    

長寿福祉課  出前トーク 等を通じてオーラルフレイルの啓
発を実施

広報りっとう2月号折込紙ワンランク上のじ
ぶんにオーラルフレイルに関する内容を掲
載。
歯科衛生士による出前講座3回開催。
歯科医師・歯科衛生士によるオーラルフレ
イルに関する市民講座1回開催。

B 長寿福祉課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

13

広報「りっとう」やライフ
ステージごとの歯と口
腔の健康に関する啓発
を行います。

健康増進課 ●ライフステージにあわせた啓発リーフレッ
ト・ポスターの作成および配付

・歯と口の健康週間にあわせ、セルフケア
とプロフェッショナルケアについて啓発。
（広報６月号）
・節目歯科健診対象者へ予防歯科啓発
リーフレットの配布。

B 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

14

かみかみ百歳体操
の普及啓発

食べる力や、飲み込む
力をつけるため口の周
りや顔の筋肉を動かす
「かみかみ百歳体操」
の普及 啓発 を行 いま
す。

長寿福祉課 いきいき百歳体操実践団体に「かみかみ百
歳体操」の普及・啓発を実施

いきいき100歳体操76団体中46団体約513
人がかみかみ100歳体操を実施。

B 長寿福祉課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

歯、口腔の健康に
関する啓発及び相
談の推進

全体　35.6%

4.歯・口腔の健康 4 ページ



第３次健康りっとう２１（令和7年度実績・令和8年度計画案）

基本目標１ 健康を支える生活習慣の改善

【目指す方向性】◆市民一人ひとりが、フッ化物の活用をはじめとした歯・口腔のセルフケアと定期的な歯科健診の受診の重要性を理解し、実践できるよう情報発信・啓発に取り組みます。

◆食育と連動して、むし歯予防、歯周病予防、口腔機能の維持・向上の重要性について、啓発を行います。

◆健診により、自分の歯と口腔機能の状態を把握し、６０２４（ロクマルニイヨン）・８０２０（ハチマルニイマル）を目標に歯の健康づくりに取り組みます。

４．歯・口腔の健康 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

番号 取組・事業

評価指標令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）
内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画

令和8（2026）年3月31日時点
（見込み含む）実績

進捗
状況

15

かかりつけ歯科医、
定 期 的 な 歯 科 健
診、歯科受診の啓
発

かかりつけ歯科医を持
ち、子どもから高齢者
まで、定期的に歯科健
診を受診するよう啓発
を行います。

長寿福祉課
こども家庭センター
障がい福祉課
保険年金課
健康増進課 

（長寿福祉課）
いきいき百歳体操実践団体への継続支援
で、口腔に関するメニューを選択された団体
に、かかりつけ歯科医に定期受診するよう啓
発する
（こども家庭センター）
●乳幼児健康診査（10か月、1歳6か月、2歳
6か月、3歳6か月）でリーフレットの配布。
（障がい福祉課）
「障がい福祉のてびき」へかかりつけ歯科医
を持つことの啓発記事を掲載して対象者へ
配布
（健康増進課）
●啓発リーフレット・ポスターの作成および配
付

（長寿福祉課）
生き方カフェやいきいき100歳体操実践団
体への継続支援時等、さまざままな機会に
おいて啓発を実施。

（こども家庭センター）
乳幼児健康診査（10か月、1歳6か月、2歳6
か月、3歳6か月）でリーフレットを配布し、
かかりつけ歯科医を持ち、定期受診するこ
との大切さについて啓発を行いました。

（障がい福祉課）
「障がい福祉のてびき」へかかりつけ歯科
医を持つことの啓発記事を掲載して対象者
へ配布

（健康増進課）
乳幼児健診の機会において、かかりつけ
歯科医を持つことや定期的な歯科健診に
ついての啓発リーフレットを配布した。

B

B

B

D

B

長寿福祉課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

こども家庭センター
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

障がい福祉課
□令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

保険年金課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

16

節目歯科健診の実
施

国民健康保険加入者
に対する節目歯科健診
を実施します。

保険年金課 国民健康保険加入者に対する節目歯科健
診を実施します。

節目歯科健診受診率　4.0％（令和7年11月
時点）

B 保険年金課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

17

後期高齢者に対す
る歯科健康診査の
実施

75歳以上の後期高齢
者に対する節目歯科健
診を実施します。

滋賀県後期高齢者医療
広域連合
歯科医師会

B

滋賀県後期高齢者医療広域連合
□令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

歯科医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

18

歯科保健指導の充
実

滋賀県立総合保健専
門学校と連携して歯科
保健教育実習を市内
小学校で受け入れ、歯
科保健指導の充実を
図ります。

学校教育課 ・「虫歯予防デー」を中心に、年間を通して虫
歯や歯周病の予防、食後の歯磨き指導を実
施する。
・滋賀県立総合保健専門学校と連携して、歯
科保健教育実習を市内９小学校で受け入
れ、歯磨き指導等歯科保健指導の充実を図
る。（１１月）
・口腔衛生企業主催の「全国小学生歯みが
き大会」に小学校５年生が参加する。（６月）

・「虫歯予防デー」を中心に、年間を通して
虫歯や歯周病の予防、食後の歯磨き指導
を実施する。
・滋賀県立総合保健専門学校と連携して、
歯科保健教育実習を市内９小学校で受け
入れ、歯磨き指導等歯科保健指導の充実
を図る。（１１月）
・口腔衛生企業主催の「全国小学生歯み
がき大会」に小学校５年生が参加する。（６
月）
・「第３次健康りっとう２１」における歯科予
防を推進し、フッ化物配合歯磨きを使用し
ての2＋2＋2＋2法を学校で啓発推進し
た。

B 学校教育課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●むし歯のない子どもの割合の増
加
（令和２年）３歳児　85.9%
　　（中１）12歳児　70.8% ↗

4.歯・口腔の健康 5 ページ



第３次健康りっとう２１（令和7年度実績・令和8年度計画案）

基本目標１ 健康を支える生活習慣の改善

【目指す方向性】◆市民一人ひとりが、フッ化物の活用をはじめとした歯・口腔のセルフケアと定期的な歯科健診の受診の重要性を理解し、実践できるよう情報発信・啓発に取り組みます。

◆食育と連動して、むし歯予防、歯周病予防、口腔機能の維持・向上の重要性について、啓発を行います。

◆健診により、自分の歯と口腔機能の状態を把握し、６０２４（ロクマルニイヨン）・８０２０（ハチマルニイマル）を目標に歯の健康づくりに取り組みます。

４．歯・口腔の健康 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

番号 取組・事業

評価指標令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）
内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画

令和8（2026）年3月31日時点
（見込み含む）実績

進捗
状況

19

乳幼児・保護者歯
科健診の実施と啓
発

乳幼児・保護者歯科健
診により、むし歯や歯
周病予防の啓発を行い
ます。

こども家庭センター ●幼児歯科健診（1歳6か月、2歳6か月、3歳
6か月）、1歳6か月健康診査にて保護者歯科
健診を実施し、相談や情報提供を行う。

幼児歯科健康診査実施回数
・1歳6か月児健診　年24回
　（保護者歯科健診同時実施）
・2歳6か月児健診　年24回
・3歳6か月児健診　年24回
幼児歯科健康診査では、　歯科健診の前
に問診を実施し、歯科医師・歯科衛生士に
よる個別相談・指導を実施しました。う歯の
ある場合は、歯科医院への受診勧奨を行
いました。

B こども家庭センター
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

20

乳幼児の歯に関す
る講座の開催

未就園児親子を対象と
した子育て講座として、
歯みがきの開始時期、
方法、むし歯の話、噛
むことの大切さなどを
伝え、歯に対する関心
を高めます。

子育て支援課 歯科衛生士による子育て講座を開催し、歯
の健康に関する意識を高めます。

乳幼児の歯と健康講座開催
参加人数　12組25人

B 子育て支援課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

4.歯・口腔の健康 6 ページ



第３次健康りっとう２１（令和7年度実績・令和8年度計画案）
基本目標１ 健康を支える生活習慣の改善

【目指す方向性】◆喫煙や受動喫煙が健康に及ぼす影響について普及啓発するとともに、禁煙する意志がある人に対して禁煙を支援します。特に、妊産婦に対しては、喫煙が子どもに与える影響を周知し、喫煙者をなくします。また、受動喫煙の防止を推進します。

◆節度ある適度な飲酒量と、飲酒が心身に及ぼす影響について普及啓発します。また、妊産婦や未成年者の飲酒が心身に及ぼす影響や危険性を普及啓発します。

５．たばこ・アルコール 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

1

啓発活動の推進 世界禁煙デーに行われ
る栗東駅前などにおけ
る街頭啓発活動に協力
します。

医師会
歯科医師会
薬剤師会
健康推進員連絡協議
会

（医師会）
●栗東駅前等での「世界禁煙デー」
の啓発活動に参加する。
（薬剤師会）
前年度と同じ
（健康推進員連絡協議会）
●世界禁煙デーに合わせた啓発活
動へ参加。
●各学区のふれあいフェスティバル
等において、禁煙啓発の掲示を実
施。
●薬局店頭での啓発活動を実施

（医師会）
栗東駅前等での「世界禁煙デー」の啓
発活動は行われず参加できていない。

（薬剤師会）
禁煙週間（5/31～6/6）に合わせ、健康
支援薬剤師のいる薬局の店頭にて啓
発資材を配布。
禁煙および受動喫煙防止の普及啓発
を実施。

（健康推進員連絡協議会）
●啓発活動→年0回

C

B

B

D

医師会
□令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

歯科医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

薬剤師会
□令和7年度（実績）と同じ
■新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

健康推進員連絡協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●成人の喫煙率の減少（喫煙をや
めたい人がやめる）
男性全体 20歳以上　24.2%
女性全体 20歳以上　7.3%
男性 20代　19.5%
男性 30代　29.0%
男性 40代　28.2%
男性 50代　23.7%
男性 60代　26.1%
女性 20代　0.0%
女性 30代　8.3%
女性 40代　7.7%
女性 50代　9.5%
女性 60代　7.4%

↘

2

子どもへの喫煙防
止啓発活動

幼稚園・保育所・幼児
園・こども園など に出向
き、自主制作の紙芝居
等を活用して、啓発活
動を行います。

健康推進員連絡協議
会

●禁煙啓発の紙芝居を利用して、幼
稚園・保育所・幼児園・こども園にお
いて啓発活動を実施。

●禁煙啓発の紙芝居を利用して、幼稚
園・保育所・幼児園・こども園において
啓発活動→年0回

C 健康推進員連絡協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●未成年者の喫煙率
15～19歳　2.2% 0.0%

3

禁煙外来において禁煙
治療を実施します。

医師会 ●日常診療を通じて、タバコと病気
の関連についての情報提供を行
い、禁煙外来の紹介を実施する。

●日常診療を通じて、タバコと病気の
関連についての情報提供を行い、禁
煙外来の紹介を実施した。

B 医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

4

禁煙外来についての情
報提供を行います。

歯科医師会 B 歯科医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

5

禁煙指導認定薬剤
師の育成

禁煙指導認定薬剤師の
育成に努めます。禁煙
指導認定薬剤師は、喫
煙者に対する治療・禁
煙指導だけではなく、地
域における喫煙率の低
下、子どもの喫煙防止
などの取り組みに対し
ても専門性を発揮しま
す。

薬剤師会 前年度の内容を一部修正
●禁煙支援薬剤師の育成
●喫煙・禁煙・薬物乱用に関連する
知識向上、肺年齢測定などの実技
を含む出前講座対応の体制を整備
する。
●禁煙支援薬剤師認定制度を令和
７年(2025)年4月1日から健康支援薬
剤師認定制度に改正します。
今後は禁煙支援や受動喫煙防止の
みならず、健康増進や疾病予防全
般について、地域の現状や課題を
踏まえた啓発・出前講座等の取組を
実施します。

健康支援薬剤師のいる薬局、健康サ
ポート薬局等で適宜健康フェアを実
施。

各種地域イベント毎に喫煙・禁煙・薬
物乱用に関連する知識向上、肺年齢
測定などを実施。

B 薬剤師会
□令和7年度（実績）と同じ
■新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

禁煙支援薬剤師は健康支援薬剤師に改正された
ので、取組事業を（健康支援薬剤師による活動を
支援）に差し替えてください。

内容は（禁煙支援や受動喫煙防止を含む、健康増
進や疾病予防全般について、地域の現状や課題を
踏まえた啓発・出前講座等の取組を実施します。）
に変更お願いします。

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

進捗
状況

令和8（2026）年3月31日時点
（見込み含む）実績

評価指標

●成人の喫煙率の減少（喫煙をや
めたい人がやめる）
男性全体 20歳以上　24.2%
女性全体 20歳以上　7.3%
男性 20代　19.5%
男性 30代　29.0%
男性 40代　28.2%
男性 50代　23.7%
男性 60代　26.1%
女性 20代　0.0%
女性 30代　8.3%
女性 40代　7.7%
女性 50代　9.5%
女性 60代　7.4%

↘

番号

禁煙外来

取組・事業 令和7（2025）年度　取り組み計画担当部署内容

令和８年度の重点領域です。

5.たばこ・アルコール 1 ページ



５．たばこ・アルコール 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

進捗
状況

令和8（2026）年3月31日時点
（見込み含む）実績

評価指標
番号 取組・事業 令和7（2025）年度　取り組み計画担当部署内容

令和８年度の重点領域です。

6

禁煙・受動喫煙防
止対策

飲食店等における喫煙
のルールの周知に取り
組み、禁煙・受動喫煙
防止対策の推進を支援
します。   

滋賀県 滋賀県
□令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

7

喫煙や飲酒、薬物
乱用の防止に関す
る学習

小学校では５・６年生の
体育の保健領域、中学
校では保健体育や特別
活動、総合的な学習の
時間において、関係機
関の協力を得て、喫煙
や飲酒、薬物乱用の防
止に関する学習を継続
して実施します。

小中学校 小学校（５・６年担任）
●講師を招いて薬物乱用防止教室
を実施。（６年生）
●喫煙防止教室を実施。（５年生）
●保健体育の学習「病気の予防～
たばこの害～」実施
中学校（保健体育担当）
●保健の授業でたばこが及ぼす人
体への影響について学習する。
●喫煙へ興味関心が高い生徒につ
いては、個別に対応。
●保健体育科や特別活動、総合的
な学習の時間において、学校薬剤
師や医師、警察、少年センター職員
などの専門家を講師に招いて、喫煙
や飲酒、薬物乱用の防止に関わる
学習を実施。

小学校（５・６年担任）
●講師を招いて薬物乱用防止教室を
実施。（６年生）
●喫煙防止教室を実施。（５年生）
●保健体育の学習「病気の予防～た
ばこの害～」実施
中学校（保健体育担当）
●保健の授業でたばこが及ぼす人体
への影響について学習する。
●喫煙へ興味関心が高い生徒につい
ては、個別に対応。
●保健体育科や特別活動、総合的な
学習の時間において、学校薬剤師や
医師、警察、少年センター職員などの
専門家を講師に招いて、喫煙や飲酒、
薬物乱用の防止に関わる学習を実
施。

B 小中学校（５・６年担任、保健体育担当）
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●未成年者の喫煙率
15～19歳　2.2%

0.0%

8

各種団体、保健所と協
働して、世界禁煙デー
に街頭啓発活動を行い
ます。

県南部健康福祉事務
所
健康増進課

（県南部健康福祉事務所）
各種団体と協働して、5/31世界禁煙
デーおよび5/31～6/6禁煙週間に街
頭啓発を行う。

（県南部健康福祉事務所）
・窓口に啓発物（ポケットティッシュやモ
バイルクリーナー）の設置、保健所の
出入り口付近にポスターを掲示し、来
所者に対し受動喫煙防止に関する啓
発を実施。
・会議会場にも啓発物の設置やポス
ターを掲示。
・管内のイベントにて街頭啓発を実施

B

B

県南部健康福祉事務所
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

9

禁煙分煙施設調査を実
施するとともに、受動喫
煙防止について啓発を
行います。

県南部健康福祉事務
所

望まない受動喫煙を防ぐため、飲食
店関係者を対象として、改正健康増
進法についての啓発を行う。

禁煙分煙施設調査の結果を活用し
た施設責任者等への啓発を行う。

・飲食店訪問時に改正健康増進法に
ついてのチラシを配布し、啓発を実施
した。

B 県南部健康福祉事務所
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

10

「多量飲酒者などの問
題飲酒者」に対し、適量
飲酒について情報を提
供し、啓発を行います。

健康増進課 ・健康相談や保健指導の際に対象
者に対して情報提供を行う。

・健康相談や保健指導の際に対象者
に対して情報提供を行った。
・市ホームページに飲酒に関する健康
情報についてを掲載した。

A 健康増進課
□令和7年度（実績）と同じ
■新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
健康増進月間の９月にアルコールについての情報
提供の広報を掲載予定。

●１日の適切な飲酒量を知っている
人の割合の増加
34.3%

↗

●成人の喫煙率の減少（喫煙をや
めたい人がやめる）
男性全体 20歳以上　24.2%
女性全体 20歳以上　7.3%
男性 20代　19.5%
男性 30代　29.0%
男性 40代　28.2%
男性 50代　23.7%
男性 60代　26.1%
女性 20代　0.0%
女性 30代　8.3%
女性 40代　7.7%
女性 50代　9.5%
女性 60代　7.4%

●未成年者の喫煙率
15～19歳　2.2%

↘

0.0%

啓発活動の推進

5.たばこ・アルコール 2 ページ



５．たばこ・アルコール 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

進捗
状況

令和8（2026）年3月31日時点
（見込み含む）実績

評価指標
番号 取組・事業 令和7（2025）年度　取り組み計画担当部署内容

令和８年度の重点領域です。

11

小中学校における
健康教育の実施

市内全小学５年生、中
学１年生を対象にタバコ
をテーマとして、喫煙防
止教室を実施します。

健康増進課
学校教育課

（健康増進課）
学校教育課と連携し、市内の小学校
９校（５年生）・中学校３校（１年生）を
対象にした「喫煙防止教室」を実施

（健康増進課・学校教育課）
・健康増進課と学校教育課が連携し、
市内の小学校９校（５年生）・中学校３
校（１年生）を対象にした「喫煙防止教
室」を実施した

B

A

健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

学校教育課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●未成年者の喫煙率
15～19歳　2.2% 0.0%

12

妊産婦・乳幼児の
保護者への保健指
導

母子健康手帳交付時、
赤ちゃん訪問時、10 か
月児健診時等におい
て、禁煙啓発リーフレッ
トの配布をするととも
に、保健指導を行いま
す。

こども家庭センター ●啓発リーフレットの配布。
　母子健康手帳発行、赤ちゃん訪
問、10か月児健診
●禁煙治療のできる医療機関一覧
を掲載したリーフレットの配布。

・母子健康手帳交付時や、赤ちゃん訪
問時、10か月健診時に禁煙に関する
リーフレットを配布しました。また、必要
に応じ禁煙治療のできる医療機関の
一覧を掲載したリーフレットの配布を行
いました。
・母子健康手帳交付数760件（3月末見
込）

B こども家庭センター
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

13

女性、高齢者への
知識の普及 

婚姻届時に啓発リーフ
レットを配布するなど、
様々な機会を活用して
女性や高齢者へ、喫煙
や受動喫煙、飲酒につ
いて知識の普及を図り
ます。

健康増進課 ●婚姻届時、啓発リーフレットを作
成し配付する。

・喫煙防止リーフレットを作成し、総合
窓口課にて婚姻届提出時に配付して
いただいた。

B 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

14

禁煙支援・禁煙相
談の実施

禁煙支援に関する情報
提供や禁煙相談を実施
します。

健康増進課
県南部健康福祉事務
所

（健康増進課）
●健康相談や保健指導の際に対象
者に情報提供や禁煙相談を実施す
る。
（県南部健康福祉事務所）
禁煙支援薬剤師がいる薬局一覧を
関係者ヒアリング、研修、会議等の
機会をとらえて啓発する

（健康増進課）
・健康相談や保健指導の際に対象者
に情報提供や禁煙相談を実施した。
・市ホームページへ新型たばこの知識
普及に関する健康情報についてを掲
載した。

（県南部健康福祉事務所）
・研修会や事業所訪問時に、薬剤師会
の出前講座の紹介や禁煙外来につい
て情報提供を実施。

A

B

健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

県南部健康福祉事務所
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●成人の喫煙率の減少（喫煙をや
めたい人がやめる）
男性全体 20歳以上　24.2%
女性全体 20歳以上　7.3%
男性 20代　19.5%
男性 30代　29.0%
男性 40代　28.2%
男性 50代　23.7%
男性 60代　26.1%
女性 20代　0.0%
女性 30代　8.3%
女性 40代　7.7%
女性 50代　9.5%
女性 60代　7.4%

●未成年者の喫煙率
15～19歳　2.2%

●妊産婦の喫煙率
４か月児健康診査において、「妊娠
中に喫煙をしていた」と答えた人の
割合　2.4%
４か月児健康診査において、「現在
喫煙をしている」と答えた人の割合
4.2%

●未成年者の飲酒率
15～19歳　0.0%

●妊婦の飲酒率
４か月児健康診査において、「妊娠
中に飲酒をしていた」と答えた人の
割合　0.7%

●１日の適切な飲酒量を知っている
人の割合の増加
34.3%

↘

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

↗

5.たばこ・アルコール 3 ページ



５．たばこ・アルコール 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

進捗
状況

令和8（2026）年3月31日時点
（見込み含む）実績

評価指標
番号 取組・事業 令和7（2025）年度　取り組み計画担当部署内容

令和８年度の重点領域です。

15

薬物乱用防止教室
等の開催

栗東市少年センターと
草津警察署、少年補導
委員会が、希望する小
学校に対して薬物乱用
防 止 教 室 を 開 催 し ま
す。また、市内中学校を
対象に「薬物乱用防止
巡回パネル展」の開催
をするなど、様々な啓発
活動に取り組み、喫煙
防止、飲酒防止、薬物
乱用防止を呼びかけま
す。

生涯学習課 草津警察署や少年補導委員会と協
力し、麻薬・覚せい剤・大麻乱用防
止運動（10月・11月）として市内小中
高生を対象に、啓発資料を配布する
などして喫煙防止、薬物乱用防止を
呼びかけます。

栗東市少年センター、草津警察署、少
年補導委員が市内７小学校の６年生
に対して薬物乱用防止教室を実施しま
した。また、市内中学校・県立学校に
おいて「薬物乱用防止巡回パネル展」
（各校１週間）の開催など様々な啓発
活動に取り組み、喫煙防止、薬物乱用
防止を呼びかけました。

B 生涯学習課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

●未成年者の喫煙率
15～19歳　2.2% 0.0%

5.たばこ・アルコール 4 ページ



第３次健康りっとう２１（令和7年度実績・令和8年度計画案）
基本目標２ 生活習慣病の発症予防と重症化予防の推進

【目指す方向性】◆健診により、循環器疾患、糖尿病のリスク者を早期に発見し、適切な保健指導を行います。また必要な治療につなげることで、重症化の予防を行います。

◆がんに関する知識とがん検診の必要性について普及啓発を行います。

◆がん検診を受けやすい体制づくりに努めます。

６．健（検）診と健康管理 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

1

医療機関や薬局で、健
（検）診受診や健康手帳
の 活 用 を 呼 び か け ま
す。

医師会
薬剤師会

（医師会）
●医療機関でけん診の受診勧奨に
関するポスター掲示や啓発リーフ
レット等の配布を実施する。
（薬剤師会）
前年度と同じ（●会員薬局店舗で啓
発資材のポスター掲示や個別の受
診勧奨を実施）

（医師会）
●医療機関でけん診の受診勧奨に関す
るポスター掲示や啓発リーフレット等の
配布を実施した。

（薬剤師会）
各薬局、店頭で適宜適切に実施

B

B

医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

薬剤師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

2

啓発ちらし等を活用し
て、健（検）診の大切さ
や機会の周知を行いま
す。

健康推進員連絡協議会 ●けん診の重要性を周知啓発を行
いながら、自分自身も受診し、周囲
にも受診啓発を実施。

●けん診の重要性を周知啓発を行いな
がら、自分自身も受診し、周囲にも受診
啓発を実施。→年2回

C 健康推進員連絡協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

3

企業や就労者に健（検）
診受診の啓発や機会の
提供を行います。

商工会 ●会員事業所事業主・従業員の生
活習慣病予防のため、健康診断を
実施

10月から１１月の期間で企業や就労者に
向けた健康診断を実施した。

B 商工会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

4

学校健診での健康
に関する意識の啓
発

学校の健診結果を通し
て、子どもが自らの健康
状態を把握することに
よって、健康に対する意
識を高めていきます。

小中学校 （養護教諭部会）
小学校
●健康診断事前・事後の保健指導
実施
●ほけんだよりや学校保健委員会
で結果等の周知
●年2回視力検査の実施。
●定期健康診断結果を全保護者に
報告する。必要に応じて受診勧告や
健康相談をする。
中学校
●健康診断を通して、自分の身体に
興味関心を高める。必要に応じて受
診勧告を行う。
●事前に保健だよりを配布し、健康
診断に対する意識を高める。

（養護教諭部会）
小学校
●健康診断事前・事後の保健指導実
施。
●ほけんだよりや学校保健委員会で結
果等の周知
●年2回視力検査の実施。
●定期健康診断結果を全保護者に報告
する。必要に応じて受診勧告や健康相
談をする。
中学校
●健康診断を通して、自分の身体に興
味関心を高める。必要に応じて受診勧告
を行う。
●事前に保健だよりを配布し、健康診断
に対する意識を高める。

B 養護教諭部会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

5

小中学校でのがん
教育の推進

学校における健康教育
の一環として、各小中学
校でのがん教育を推進
します。

小中学校 小学校（保健主事）
●6年生にがん教育の実施（がん検
診について盛りこむ）
中学校
●保健の授業でのがん教育の実施

小学校（保健主事）
●6年生にがん教育の実施（がん検診に
ついて盛りこむ）
中学校
●保健の授業でのがん教育の実施

B 小中学校（保健主事）
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

6

妊産婦健康診査 妊娠中の異常の早期発
見・早期対応を行い、安
心して出産が迎えられ
るよう妊婦健康診査を
実施します。
また、産後うつの予防
や新生児への虐待予防
を図るため 、産婦健康
診査を実施します。 

こども家庭センター ●母子健康手帳発行時に栗東市母
子健康手帳別冊を交付し、妊産婦健
康診査に対する助成を実施。

・母子健康手帳発行時に栗東市母子健
康手帳別冊を交付し、妊婦健康診査に
対する助成を実施しました。
・産婦健康診査2回（産後2週間、1か月
頃）の助成を実施しました。
・母子健康手帳交付数約760件（3月末見
込）

B こども家庭センター
□令和7年度（実績）と同じ
■新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
妊婦健康診査（各種検査料）の助成額が増額しま
す。

番号
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績

●国保特定健康診査・特定保健指
導の実施率の向上
（令和３年）
特定健康診査の受診率
全体　38.9%
40～64歳　27.2%
65～74歳　46.8%
特定保健指導の実施率
全体　23.9%

●国保特定健康診査・特定保健指
導におけるメタボリックシンドローム
の該当者および予備群の減少
（令和３年）
男性 40歳以上　50.2%
女性 40歳以上　19.2%

（令和11年）
特定健康診査の受診率

全体　60%
40～64歳　38.4%
65～74歳　77.9%

特定保健指導の実施率
全体　60%

↘

進捗
状況

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

評価指標

健（検）診受診の啓
発

取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画

6.健(検)診と健康管理 1 ページ



６．健（検）診と健康管理 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

番号
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績
進捗
状況

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

評価指標
取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画

7

乳幼児健康診査 乳幼児の疾病の早期発
見と成長の確認、保護
者の相談に応じる機会
として乳幼児健康診査
を実施します。

こども家庭センター ●4か月児・10か月児・1歳6か月児・
2歳6か月児・3歳6か月児健診を実
施(各健診年24回実施）
●１か月児健康診査を実施

乳幼児健康診査実施回数
・1か月健診（個別）　約700件（3月末見
込）
・4か月健診　年24回
・10か月健診　年24回
・1歳6か月健診　年24回
　（保護者歯科健診同時実施）
・2歳6か月健診　年24回
・3歳6か月健診　年24回

B こども家庭センター
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

8

妊産婦・乳幼児健
康相談

妊娠期から子育て期に
おいて、切れ目 のない
伴走型相談支援を実施
し、適切な保健指導を
行います。

こども家庭センター ●健康相談の実施
保健センター（24回）、大宝東児童

館（12回）、コミュニティセンター治田
西（年12回）

妊産婦・乳幼児健康相談実施
・なごやかセンター　年22回
・大宝東児童館　　　年10回
　コミセン大宝東　　 年2回
・コミセン治田西　　　年12回
※妊産婦健康相談はなごやかセンター
のみ

B こども家庭センター
□令和7年度（実績）と同じ
■新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
児童館が再編され、大宝東児童館から地域子育て
支援センター大宝東で実施します。

9

就学時健康診断 学校保健安全法等に翌
年度の小学校就学予定
者への健康診断実施が
定められており、健康診
断の結果に基づき、治
療勧告や必要な助言な
どを行います。

学校教育課 ・次年度小学校に入学予定の幼児
を対象に就学時健康診断を実施す
る。
・結果を保護者に通知し、受診が必
要な場合は受診勧奨を実施する。

・次年度小学校に入学予定の幼児を対
象に就学時健康診断を実施する。
・結果を保護者に通知し、受診が必要な
場合は受診勧奨を実施する。

A 学校教育課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

10

各種健（検）診事業
の推進

健康増進法等に基づく
各種健（検）診事業（各
種がん検診、肝炎ウイ
ルス検診、結核検診等）
を実施し、市民の健康
の保持増進を図ります。

健康増進課 ●各種がん検診の実施（大腸がん
検診 胃がん検診 肺がん検診 子
宮頸がん検診　乳がん検診）
●肝炎ウイルス検診の実施
●結核検診の実施
●肺がん検診の個別医療機関委託
拡大

・各種がん検診、肝炎ウイルス検診、結
核検診を医療機関にて実施した。
・胃がん検診、肺がん・結核検診につい
ては集団検診を実施した。
・一部対象者に対して各種がん検診の
集団検診を実施し、令和６年度より予約
枠を拡充した。
・肺がん・結核検診については令和７年
度個別医療機関委託を１箇所から２箇所
へ拡大した。更に拡大できるよう調整を
続ける。

B 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

11

特定健康診査・特
定保健指導

40～74歳の国民健康保
険加入者を対象に生活
習慣病の発症・悪化予
防のため、メタボリック
シンドロームに着目した
健診を実施し、生活改
善が必要な人に対して
特定保健指導を行いま
す。
未受診者へのはがきや
電話による受診勧奨、
特定保健指導対象者へ
の利用勧奨を行い、受
診率、保健指導利用率
の向上を図ります。

健康増進課
保険年金課

40～74歳の国民健康保険加入者を
対象に生活習慣病の発症・悪化予
防のため、メタボリックシンドローム
に着目した健診を実施し、生活改善
が必要な人に対して特定保健指導
を行います。
未受診者へのはがきや電話による
受診勧奨、特定保健指導対象者へ
の利用勧奨を行い、受診率、保健指
導利用率の向上を図ります。

（健康増進課）
・特定保健指導を医療機関及び事業所
委託、直営にて実施した。
・特定保健指導の利用勧奨に努めるとと
もに訪問での特定保健指導にも取り組
んだ。

（保険年金課）
特定健康診査受診率　19.1％（令和7年
10月時点）

B

C

健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

保険年金課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

12

後期高齢者の健康
診査

後期高齢者医療制度加
入者（満 75 歳以上の
人、または 65 歳以上で
一 定 の 障 が い が あ る
人）を対象に、滋賀県後
期高齢者医療広域連合
から委託を受けて後期
高齢者の健康診査を実
施します。

健康増進課 ●滋賀県後期高齢者医療広域連合
から委託を受け、生活習慣病等を早
期発見し、重症化を予防することを
目的に健康診査を実施。

予定通り健康診査を実施した。 B 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

6.健(検)診と健康管理 2 ページ



６．健（検）診と健康管理 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

番号
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績
進捗
状況

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

評価指標
取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画

13

プレ特定健康診査
の実施

職場や学校で健診を受
ける機会のない19歳か
ら39歳の人を対象とし
て、プレ特定健康診査
を実施し、生活習慣や
健康を振り返る機会を
提供します。また、この
機会を活用して、メタボ
リックシンドローム、生
活習慣病に関する知識
の普及を図ります。

健康増進課 ●20歳～39歳で子宮頸がん検診の
対象者の受診券へプレ特定健康診
査の案内文を同封し、周知。

・広報りっとう、市ホームページへの掲載
等により、広く周知した。
・20歳～39歳の子宮頸がん検診受診券
対象者へプレ特定健康診査の案内文を
同封し、周知した。

B 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

14

健（検）診について
の正しい知識の普
及

市が実施する健（検）診
について必要性や検査
方法等について正しい
知識の普及と情報提供
を行います。

健康増進課 ●毎年４月号広報に、健康づくりカレ
ンダーを折込み情報提供を実施
●実施月の広報に各がん検診、結
核検診、特定健診のお知らせを掲載
する。
●乳幼児健診時（1歳6か月、3歳6か
月児健診時）、乳がん子宮がん検診
のちらしを配付

・４月号広報に健康づくりカレンダーを折
込み情報提供を実施した。健康づくりカ
レンダーはホームページにも掲載した。
・実施月の広報に各種がん検診、結核
検診、特定健診のお知らせを掲載した。
集団検診は、各コミセンだよりにも掲載し
た。
・乳幼児（1歳6か月、3歳6か月児）健診
時に乳がん検診、子宮がん検診のちらし
を配付した。
・栗東市子育てアプリ「くりナビ」に各種が
ん検診の案内やブレスト・アウェアネス、
骨粗しょう症予防についての情報提供を
行った。

B 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

15

受診の機会や必要性な
どについて様々な機会
を捉えて情報提供を行
い、健（検）診の受診率
向上を目指します。

健康増進課 ●乳幼児健診時（1歳6か月、3歳6か
月児健診時）、乳がん子宮がん検診
のちらしを配布。
●乳がん検診、子宮がん検診、（胃
がん検診）の個別通知。
●乳がん、子宮がん大腸がん検診
初達年齢時、無料クーポンの配布。
●特定健診、後期高齢者健診受診
券、後期高齢者の除外対象者への
文章などに、各がん検診、結核検診
のちらしを同封

・乳幼児（1歳6か月、3歳6か月児）健診
時に乳がん検診、子宮がん検診のちらし
を配付した。
・個別の受診勧奨として、子宮頸がん検
診、乳がん検診・胃がん検診（50歳以
上）の対象者へ受診券を送付した。
・大腸がん検診・子宮頸がん検診・乳が
ん検診において新たな対象となる年齢
の方には、がん検診無料クーポン券を送
付した。
・生活保護受給者へ健康診査のちらしを
送付した。
・特定健診受診券、後期高齢者健診受
診券、後期高齢者の除外対象者への文
章などに、各種がん検診、結核検診のち
らしを同封した。

B 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

16

健康診査とがん検診に
ついて、休日開催や託
児の実施等、働き世代
や子育て世代が受診し
やすい環境づくりに向け
た検討を進めます。   

健康増進課 健康診査とがん検診について、休日
開催や託児の実施等、働き世代や
子育て世代が受診しやすい環境づく
りに向けた検討を行う。

C 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

17

生活習慣病予防の
普及啓発

生活習慣病とその予防
方法に関する普及啓発
に取り組みます。  

健康増進課 保健事業における様々な場面で、生
活習慣病予防に関する情報啓発を
行う。

年２回健康情報ちらし「プロジェクトW」を
配布した。

B 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

健（検）診の受診勧
奨

6.健(検)診と健康管理 3 ページ



第３次健康りっとう２１（令和7年度実績・令和8年度計画案）
基本目標３ 心身の健康を支える社会環境の質の向上

【目指す方向性】◆市民一人ひとりの健康づくりを進めるために、地域における人と人のつながりを強め、地域社会が相互に支えあうコミュニティの活性化や自主活動を支援するとともに、

　市民の健康づくりへの関心の喚起と地域における健康づくりに関する共助（支えあい）の取り組みを支援します。

７．生涯を通じた健康づくりを支える社会環境の整備 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

1

自主活動やボランティア
活動により、仲間ととも
に活動する機会を通じ
て、地域とのつながりを
促進することで心身の
健康増進を図ります。

自治会、老人クラブ、子
ども会、地域振興協議
会  

（自治会）

（老人クラブ）

（子ども会）

（地域振興協議会）

●市民活動に参加する人の割合の
増加
全体　12.0%

●地域の人たちとのつながりが強
いと思う人の割合の増加
全体　16.6%

●市の情報発信を通じて健康に関
する情報を入手している人の割合
の増加
市の広報　全体　21%
市のホームページ　全体　6.2%

↗

↗

↗

2

子どもから高齢者まで、
ライフステージに応じた
健康づくりを推進し、地
域ぐるみの健康づくりの
促進と地域交流を図り
ます。

健康推進員連絡協議会
民生委員児童委員協議
会
社会福祉協議会

（健康推進員）
●各学区・各自治会とのつながりを
持ちながら、地域において健康づくり
の推進を実施。
（社会福祉協議会）
●各地域で、高齢者サロンや、老人
クラブの開催や協力
●サロン活動等運営支援
　・助成事業による支援
　・出前講座による支援
　・サロン交流会の実施等
●子ども食堂を通じた地域のつなが
りづくりの推進

（健康推進員）
●各学区・各自治会とのつながりを持ち
ながら、地域において健康づくりの推進
を実施。→年7回

（社会福祉協議会）
・高齢者サロン、老人クラブの支援
・サロン活動等運営支援
・助成事業による支援
　身近な地域でのつながり活動助成４８
件
・出前講座による支援　３６件見込
・サロン交流会の開催　年１回
・子ども食堂の活動支援

B

B

健康推進員連絡協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

民生委員児童委員協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

社会福祉協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

3

県や市、市内の企業等
と連携し、健康づくりに
関する啓発や情報提供
を推進し、働く人々の心
身の健康増進を図りま
す。

商工会

県南部健康福祉事務所などと連携
し、健康づくりに関する情報を会員
事業主に対して提供します。

県南部健康福祉事務所からいただいた
情報を随時メールにて会員事業所に提
供した。

B 商工会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

番号
評価指標

協働による健康づく
りの推進

取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績
進捗
状況

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

7.生涯を通じた健康づくりを支える社会環境の整備 1 ページ



７．生涯を通じた健康づくりを支える社会環境の整備 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

番号
評価指標

取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績
進捗
状況

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

4

市 と 連 携 し 、 各 種 健
（検）診事業や介護予防
事業を実施するととも
に、健康に関する講座
やイベントの開催を通じ
て、健康づくりの機運を
高めます。

医師会
歯科医師会
薬剤師会

（薬剤師会）
後期高齢者多剤内服者通知事業の
実施
出前講座の実施（栗東市からの依
頼があれば、積極的に出前講座が
可能）

（医師会）
令和7年11月15日に済生会滋賀県病院
にて「最期まで自分らしく　在宅看取りを
考える」の内容の市民講座を実施した。

（歯科医師会）
お口の健康講座について、出前講座１回
実施（見込み）

（薬剤師会）
後期高齢者通知事業
詳細はまだ判明しておりませんが前年度
と同様に多くの相談者が薬局店頭に訪
問されています。

出前講座 計8件実施しました。
長寿福祉課　申し込み分　6件
長寿福祉課　いきいき百歳体操ミニ講座
2件

B

B

A

医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

歯科医師会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

薬剤師会
□令和7年度（実績）と同じ
■新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
後期高齢者多剤内服者通知事業は令和７年度を
もって終了の予定でしたが令和８年度はハイリスク
患者に絞ってカンファレンスのみ実施予定。

5

健康づくりの知識と
生活習慣の啓発

子どもの頃から健康に
関する正しい知識と生
活習慣を身につけられ
るよう、児童生徒の健康
づくりを推進します。

小中学校 （養護教諭部会）
●保健だより、長期休業中の生活習
慣づくりのカレンダーを配布し啓発。

・保健だより、長期休業中の生活習慣づ
くりのカレンダーを配布し啓発。

B 養護教諭部会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

6

地域への参加を通
じた健康づくりの促
進

市民スポーツ大会や学
区民運動会、学区民ま
つり等を通じて、市民の
運動の機会や外出の機
会を増やし、地域への
参加を促進することで
心身の健康増進を図り
ます。

スポーツ・文化振興課 地域でのスポーツ大会や運動会、ま
つり等においても誰もが参加できる
ニュースポーツ等を活用し、市民の
健康増進を図る。

地域でのスポーツ大会や運動会、まつり
等においても誰もが参加できるニュース
ポーツ等を活用し、市民の健康増進を
図った。（派遣実績：30回）

B スポーツ・文化振興課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

7

高齢者の生きがい
づくりと社会参加・
参画の推進

はつらつ教養大学や社
会教育事業などの機会
を提供し、高齢者の生
きがいづくりや健康増進
を推進します。また、高
齢者が地域社会の担い
手として活動する重要
な場となっている老人ク
ラブ活動ならびに栗東１
００歳大学卒業生の活
動 を 支援 しま す。 さら
に、いきいき活動ポイン
ト事業を実施します。

生涯学習課
長寿福祉課 

（生涯学習課）
はつらつ教養大学
開催回数　　       ４５回
うち  健康運動           １１回
      健康維持講座　　 　６回
      認知症予防講座　　 ８回
（長寿福祉課）
・栗東100歳大学卒業生支援
・いきいき活動ポイント事業の実施

（生涯学習課）
はつらつ教養大学
開催回数　　       ４５回
うち  健康運動           　８回
      健康維持講座　　 　 ８回
      認知症予防講座　　 ８回

（長寿福祉課）
栗東100歳大学卒業生支援として、栗東
100歳大学OBによるリーダー会に長寿
福祉課担当職員も必要時参加。令和7年
8月より社会貢献活動としてOB有志によ
る栗東駅前清掃活動を月1回開始。
いきいき活動ポイント事業に登録してい
るいきいき百歳体操実践団体　46団体

B

B

生涯学習課
■令和7年度（実績）と同じ　　回数等に変更あり
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

長寿福祉課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

7.生涯を通じた健康づくりを支える社会環境の整備 2 ページ



７．生涯を通じた健康づくりを支える社会環境の整備 進捗状況　Ａ：計画以上に進んでいる　Ｂ：計画通りに進んでいる　Ｃ：計画よりも遅れている　Ｄ：評価困難

現状（令和４年） 目標（令和16年）

番号
評価指標

取組・事業 内容 担当部署 令和7（2025）年度　取り組み計画
令和8（2026）年3月31日時点

（見込み含む）実績
進捗
状況

令和8（2026）年度　計画
（令和7年度からの改善や

追加もあれば記載）

8

ボランティア活動の
活性化

ボランティア市民活動セ
ンターとの情報交換・共
有を図り、活動支援を行
うことを通じて、ボラン
ティア活動への市民の
参加を促進し、活動の
活性化を図ることで、心
身の健康づくりの機運
を高めます。

自治振興課
社会福祉協議会

（自治振興課）
ボランティア市民活動センターとの
情報交換・共有を図り、活動支援を
行うことを通じて、ボランティア活動
への市民の参加を促進し、活動の活
性化を図ることで、心身の健康づくり
の機運を高めます。
（社会福祉協議会）
●自治振興課との情報交換を行い
ながら、更なるボランティア活動の活
性化とともに、市民のボランティア活
動への参加を促し、心身の健康づく
りができるよう努めます。

（自治振興課）
ボランティア市民活動センターとの協議
は2回実施。助成金の説明会を社会福祉
協議会と連携して１回実施。

（社会福祉協議会）
・「ボランティアちょこっと体験」の開催
　年７回開催、のべ８７名参加
・「ボランティア発表会」の開催
　年１回開催、１７２名参加

B

B

自治振興課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

社会福祉協議会
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

9

地域コミュニティを
通じた健康づくりの
支援

自治会や地域振興協議
会等と連携し、活動支
援を行うことを通じて、
市民活動への参加を促
進し、地域交流の活性
化を図ることで、心身の
健康づくりの機運を高
めます。

自治振興課  自治会や地域振興協議会等と連携
し、活動支援を行うことを通じて、市
民活動への参加を促進し、地域交流
の活性化を図ることで、心身の健康
づくりの機運を高めます。

自治会や地域振興協議会に対し、補助
金や相談業務等で活動支援を実施。

B 自治振興課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

10

健康に関する情報
提供

日常生活における様々
な場面で、健康づくりに
役立つ情報が提供され
るよう、関係機関との協
力や連携、協働のもと、
情報提供を行います。
情 報 を 提 供 す る 際 に
は、年齢や障がいの有
無、電子機器の利用状
況等に関わらず、誰も
が情報を受け取れるよ
う配慮します。
また、SNSを活用した情
報 提 供 に つ い て 検 討
し、効果的な情報提供
を図ります。

健康増進課 ・関係機関との協力や連携を行い、
健康に関する情報を提供する。
・情報をより届きやすくするために対
象別に啓発媒体や啓発方法を変更
する。

・４月号広報に健康づくりカレンダーを折
込み情報提供を実施した。健康づくりカ
レンダーはホームページにも掲載した。
・栗東市子育てアプリ「くりナビ」に各種が
ん検診の案内、ブレスト・アウェアネス、
骨粗しょう症予防について掲載した。

B 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

11

企業と連携した健
康づくり  

企業と包括連携協定を
結びながら、健康づくり
に取り組みます。

健康増進課 ・健康啓発事業の実施 ・あなたの健康ささえ隊協力事業所へ年
２回健康情報ちらし「プロジェクトW」を配
布した。

B 健康増進課
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）

12

協働による健康づく
りの推進

市域を超える取り組み、
専門分野での市への助
言や支援、職域への働
きかけ、圏域、県、国と
の比較に関するデータ
の提供等、市単独では
難しい取り組みについ
て助言や協力を行い、
市の健康づくりを支援し
ます。

県南部健康福祉事務所 健康いきいき２１健康しが推進プラ
ン（第3次）に基づき取り組む。
地域と職域が連携し、健康づくりを
推進する、「湖南圏域コラボヘルス
推進事業」を通じて、働き盛り世代の
健康づくりを推進する。

・管内の企業に訪問し、健康づくりに関
する聞き取り調査を実施。（湖南圏域11
社中栗東市は２社）
・企業や行政の健康づくり担当者向けの
研修会を開催し、担当者同士の情報交
換の場を設定した。（12/17）
・湖南圏域コラボヘルス推進会議を開催
予定（3/13）

B 県南部健康福祉事務所
■令和7年度（実績）と同じ
□新規事業や、内容の変更がある（下記に記入）
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